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１ 令和４年度区民と区長との意見交換会の概要 
 

（１）テーマ 
協働で作る自分らしく住み続けられるまちかつしか 

 

（２）開催日時・会場 

月 日 
（曜日） 時 間 会 場 参加者数 

（人） 

質問数（件） 

当日 追加 
意見 

12 月７日

（水） 
午後 6 時 30 分 
～8 時 30 分 にこわ新小岩 27 19 9 

12 月 10 日

（土） 
午前 10 時 00 分 

～正午 水元学び交流館 21 13 1 

12 月 15 日

（木） 
午後 6 時 30 分 
～8 時 30 分 亀有地区センター 10 15 12 

  合計 58 47 22 

 

（３） 飾区側出席者 
区長、教育長 

（政策経営部） 政策経営部長、SDGs 推進担当部長 
（総 務 部） 総合庁舎整備担当部長、区長室担当部長 

すぐやる課長 
（地域振興部） 危機管理・防災担当部長 
（福 祉 部） 福祉部長 
（健 康 部） 健康部長 
（子育て支援部） 子育て支援部長 
（都市整備部） 都市整備部長、交通・都市施設担当部長、 

街づくり担当部長 
    （教育委員会事務局） 学校教育担当部長 
 

（４）会議次第 
①区長挨拶（要旨のみ掲載） 
②区政報告（葛飾区の SDGs について） 
③意見交換 
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（５）区長挨拶（要旨） 
新型コロナウイルス感染症が蔓延して既に３年が過ぎようとしています。

現在、第８波が到来するなど大変厳しい状況です。マスクの着用など、皆様

にも注意していただいていますが、ワクチン接種も進み、重症化の割合も大

きく下がってきています。国においても重症化を防止すること等について、

様々な議論がされるなど、状況は改善してきています。まだ接種を済ませて

いない方も、病院や診療所、集団接種など様々な方法で接種を受けることが

できますので、受けていただける方はぜひ受けていただきたいと思います。 

あわせて現在、医療機関の体制を整備していますが、何かあったときには

発熱相談等を利用いただくことでの対応や重症化を避けることを進めていき

たいと思います。ぜひ早めに判断をしていただいて、そして適切な対応を受

けてください。 

また、もう既に多くの方がインフルエンザワクチンを接種いただいている

状況ですが、インフルエンザにも注意していただきたいと思います。 

 さて、このたびの区民と区長との意見交換会では「協働で作る自分らしく

住み続けられるまち かつしか」をテーマにさせていただいております。み

んなで力を合わせて住みやすいまちをつくっていこうという思いを込めて掲

げさせていただきました。 

 葛飾区では昨年、基本構想を整備させていただいて、基本構想の中で皆様

が幸せに暮らしていただくための取組として三つの理念を掲げさせていただ

きました。 

 一つは、人権・平和そして多様性です。現在、葛飾区に暮らす外国人の方

が全体の５％を超えました。２万人以上の方が葛飾区に住んでいます。もち

ろん新小岩など、比較的多く暮らす地域もありますが、葛飾区内にたくさん

の外国籍の方に住んでいただいており、こうした方々の対策も今進めている

ところです。また、高齢者の方も既に25％に達しようとしています。こうし

た高齢者の方々も元気に、安心して暮らしていただけることがとても大事だ

と思っています。 

 それから、子どもたちについても、今、子どもの数は減ってきています。

しかし、未来を担うのは子どもたちですので、子どもたちにも幸せに暮らし

ていただくように、例えば、保育園の問題もこの10年くらい一生懸命取り組

んできて、既に待機児はゼロという状況でございます。しかし、まだまだ多

くの課題がありますので、様々な取組を進めていきたいと思っています。子

育てがしやすいまち葛飾を目指して、頑張っていきたいと思います。 

それから、来年の４月からは給食費の無償化も実施します。いろいろな形

で子育てがしやすい、経済的にも無理なく暮らせる、そしてまた幅広い相談

ができる、こうした体制を整備していきたいと思います。 

 二つ目はSDGsです。持続可能なまちづくり、つまり未来も葛飾がしっかり
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と存続して、皆様が安心して暮らせるまちをつくろうということを理念の一

つとして掲げさせていただいています。この理念については、既に国連でも

提唱されているとおり、未来も安心して暮らせるまちをつくるためには経済

も、社会も、環境についてもしっかり取り組んでいかなければいけないと思

います。葛飾区はこのSDGsについて、この間、積極的に取組を進めてまいり

ました。日本経済新聞社が２年に一度、SDGsについて積極的に取り組んでい

るか、その成果はどうかなど、先進自治体に関する調査をしております。葛

飾区は全国815の市区の中で、このSDGs先進度調査において、４年前の第１

回は14位、２年前の第２回調査では全国で３位と高い評価をいただきました。

トップがさいたま市、２位が第１回調査で１位であった京都市、葛飾区は14

位から３位まで順位を上げました。東京都内23区、市も含めると62の自治体

がありますが、その中でトップです。これは社会や子育て支援や高齢化対策

などの福祉の分野に力を入れてきた成果だと思います。このように皆様が暮

らしやすい環境を持続的に継続できる対策を今進めているところです。これ

からも大事なことなので持続して続けていきたいと思います。 

 三つ目が協働です。これは私が日頃からいろいろな場面で申し上げている

区民の皆様、そして事業者の皆様、そして区、皆が連携・協働してまちをつ

くっていこうというものです。会の開始前に放映した協働DVDを作成するな

ど、協働も着実に浸透してきております。区民の皆様が自分のまちをよくし

ようとする取組が進めやすい状況を整備しております。 

 そして、葛飾区は今年90周年を迎えました。昭和７年にこのエリアにあっ

た７町村が合併して、葛飾区となりました。当時、９万人に満たなかった人

口も現在は46万4,000人を超えるなど、大きく発展しています。しかし、昭

和７年からこの間、葛飾区もいろいろなことがありました。大きな出来事と

しては、第二次世界大戦を経験しました。そして、最近では東日本大震災が

ありました。様々なことを経て現在の葛飾があります。今後もいろいろなこ

とを乗り越え、葛飾区がさらに発展するように、そして、持続可能なまちに

なるように、また、一人一人が幸せに暮らせるように取組を進めていきたい

と考えております。 

 葛飾区では３年に一度、世論調査というアンケート調査を実施しています

が、その中でも、84.5％の方がこれからも葛飾区に住み続けたいと答えてい

ます。こうした状況は維持していかなければいけないと思います。皆様から

ご意見をいただいて、もちろんすぐにできること、できないことなど、様々

ありますが、ぜひ積極的にご意見をいただき、皆様からのご意見をこれから

の区政に生かしていきたいと思います。 

 区民と区長との意見交換会にお越しいただきありがとうございます。 
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２ 意見交換の記録 

（１）令和４年 12 月７日（水）会場：にこわ新小岩 

 
 

◇新金線の進捗状況について 
新金線の旅客化が進展しているそうで大変うれしく思う。新金線が開通すると

線の開発から面の開発となり、大きなかつしかの財産になる。 
事業主体は第３セクターになるのか。ほかにどのような関連団体が参加するの

か、葛飾区はどの程度関与するのか。運行は LRT の手法によるのか。それから、

当初は新小岩から亀戸に向けて小名木川までの構想があったが現在はどのように

なっているのか。これもまた進展すると良い。また、停留所はいろいろな利権が

絡むため慎重に決めていってほしい。 
（区長） 

新金線については、25 年前の調査、15 年前の調査、様々な形で調査を行ってき

ましたが、その結果は厳しいものでした。 
最近になり、高齢化が進む中で、できる限り公共交通を増やしてほしい、環境

問題の対策として、二酸化炭素を出さない取組が求められているなど、様々な要

因によって、鉄道を整備し、地域の活性化を図ることについて、国でも補助金が

でるようになりました。 
この４年ほど、具体的な検討を進めてまいりましたが、その結果として、今年

の８月に JR はもちろん、京成、国の国土交通省、そして東京都などが入った検討

委員会が立ち上がりました。そしてその中には部会もつくり、具体的な検討を始

めるに至りました。 
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お話のあった駅をどこにするか、駅の数を７駅にするか 10 駅にするかなど、こ

れらのことも含めてこの会の中で検討していこうということになりました。 
第３セクターに関しても第３セクターにしなければできないのではないかとい

うお声もたくさんありますが、もう少し詳細な検討をして、決定していこうとさ

せていただいております。 
その際に LRT の低床型の市電方式にするのか、JR で対応をするのか、これもか

なり煮詰まってきていますが、さらに検討を重ね、結論を出していきたいと思い

ます。 
昔、小名木川線と呼ばれていた新小岩から南の方についても以前から検討の要

素として入っていますが、今回はその点については触れていません。金町から新

小岩までのルートで、具体的に検討しようということで進めさせていただいてい

ます。そして、できる限り早く結論を出して、そしてそれを具体化し、国にも申

請をしていくということで進めさせていただいております。 
また、多くの方から要望を受け、JR と協議して試乗会を開催し、100～400 人

程度で実際に乗ってみて、そしてその沿線を見て、そして実際の運行に生かして

いく取組を進めております。２つのグループに試乗会に取り組んでいただいてお

りますが、今後も何とか実現に向け、努力していきたいと思います。 
 

◇葛飾区のふるさと納税について 
ふるさと納税の葛飾区の決算はどうなっているのか。 
また、葛飾区も返礼品があるのか。 

（区長） 

正直申し上げて私はふるさと納税はでたらめなところのある制度であると思っ

ています。 
住んでいる自治体に入るべき税金は本来の自治体に収めていただくことで、福

祉やまちづくり、環境対策等を実現することができています。寄付の制度がある

ことは良いと思いますが、それに見返りを渡し、税金を他に納めることを許容す

ることは問題です。23 区としては、はっきりと反対だということを表明し、東京

都も反対しています。 
しかし、そうは言っても、どんどん葛飾区に納められる税金が持っていかれて

は困りますので、何とか葛飾区の産品の PR や産業振興のための PR もさせていた

だいております。結果として葛飾区も 393 品目の返礼品を掲げさせていただいて

いる状況です。 
金額に関しても令和４年には葛飾区から 14 億ほどが出て行っており、入ってき

ているのが２億ほどです。出ていく金額が多くなっているのは 23 区どこも同じで

す。ただ、葛飾区の 14 億という流出の金額は 23 区の中では 21 番目とかなり少な

い方となっています。このことは皆様のふるさと愛が強いおかげではないかと思
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っています。世田谷区などはお金持ちが多いなどの意見もありますが、いずれに

しても葛飾区の流出額が少ないことは事実です。それでも 14 億出ていき、そして

２億しか入っていませんので、何とかこの制度自体をなおしてもらいたいと思っ

ています。 
しかしそうは言っても、ふるさと納税の制度は続いていますので、積極的に葛

飾の PR もしながら、葛飾区に納税していただく方を増やしていきたいと思います。 
 

◇庁舎移転に関する一般向け説明会の未開催について 
庁舎問題に関する一般向けの説明会が開かれた記憶がない。 
聞くところによると、豊島区では再開発ビルに入るにあたって、住民説明会を

36 回開かれたと聞いている。また、町会や市民団体、その他区民の要望に応えて

80 回の出張説明会が開かれたとも聞いている。合計 116 回も開かれている。 
一方で葛飾区はこれが区民全体にかかわる問題であるにもかかわらず、庁舎問

題で区民全体 46 万人に対して、説明会が一度も開かれてないというのはどういう

ことか。 
広報かつしかに何回も載せて、あたかも決まったかのように区民に知らされて

いるが、区民が納得していると思っているのか。それは大きな間違いではないか。

今からでも説明会を行うべきであると思うが、区としてはどのように考えている

のか。 
また、庁舎は補強工事をされ、この先旧庁舎は 20 年、新庁舎は 30 年使えると

過去に答弁されたと聞いている。 
行政としても区民アンケートを行い、区民の意見を聞いたというのであれば、

いつ説明会を開催し、どんな意見があって、それが今現在、どのように反映され

ているか教えていただきたい。 
（区長） 

庁舎については平成７年に一度議論させていただいています。したがいまして、

そこから約 30 年になります。 
そして 15 年前の平成 20 年に具体化しましたが、庁舎を建てるとなるとお金が

かかりますので、基金の積み立てを始めさせていただきました。その際にも様々

な形で皆様のご意見を聞かせていただいております。 
その後、平成 23 年に庁舎整備のあり方の検討をさせていただいておりまして、

その中で、庁舎の位置について話し合いました。一つ目に現在、区役所のある場

所に建てる案、二つ目に利便性の高い立石駅前につくる案、それから三つ目に広

い場所が確保できる青戸平和公園に建てる案の三案が出まして、当時もいろいろ

な場所で様々な意見交換をさせていただいて、やはり駅前は利便性が高く、さら

に水元や新小岩など区内のどこからお越しいただくのにも立石の利便性が高いと

いうことで最終的に立石駅前に決まりました。 
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そしてその後も今回の区民と区長との意見交換会でご意見をいただいているよ

うに、自由に意見を出していただける場を様々設けさせていただいて、ご意見を

お聴きし、そして、反映できるものは反映しつつ進めてまいりました。具体化を

してから約 15 年にわたり議論を重ねてきています。 
しかし、大変長い期間がかかったために、もう忘れてしまったという方もいら

っしゃったので、広報紙を使いまして、これまでの経過や現在の状況についてお

知らせをさせていただいて、さらにその場でご意見をいただくようにさせていた

だきました。いろいろな形でご意見をいただき、そしてまた、区議会では、それ

ぞれの委員会において議論もしていただいたという状況でございます。 
したがいまして、豊島区や他の区もそうかもしれませんが、意見交換の場につ

きましては、皆様のご意見を様々な形で聞いております。時間はかかっています

が、葛飾区も意見を聞かせていただいた上で進めている状況でございます。 
（総合庁舎整備担当部長） 

説明会は区民の皆様のご意見を伺う一つの手法ですが、葛飾区では、説明会に

こだわらず、いろいろな手法を使って、区民の皆様に説明したり、区民の方から

ご意見をいただいてまいりました。 
まず、平成 22 年度に葛飾区総合庁舎整備のあり方検討委員会において庁舎をど

こにつくるかという検討をしていた際に説明会を３回開いています。それを皮切

りに区民と区長との意見交換会でもこのような形で、延べ 19 会場で 1,048 人の方

にご参加いただき、区民の皆様からご意見をお聴きし、そして皆様に区長ご自身

が説明させていただきました。 
それから、自治町会や商店会など、区政の発展にご尽力いただいており、区政

と関わりの深い団体に対して、延べ 227 団体、7,536 人の方に説明を差し上げて、

貴重なご意見をいただいてきたという経過があります。 
さらに、このほかにも区民の皆様のご意見をいただく制度としまして、パブリ

ックコメントやアンケート調査、さらに広報かつしか、区のホームページ、区長

へのはがきなどがあります。いろいろなものを使って、区民の皆様から貴重なご

意見をいただいてまいりました。このように説明会に限らず、様々な手法で対応

してきました。 
これからまた新しい庁舎の位置が決定いたしましたら、今度は区民の皆様が使

いやすい庁舎にするため、窓口が混雑しない快適な庁舎にするため、さらなる検

討をしっかりと進めてまいります。 
（区長） 

今の庁舎本館は昭和 37 年に建てました。そして補強工事もやっておりますが、

今年で 60 年経過し、これから立石駅前に整備するために 10 年程度かかります。

結果として 70 年になります。そして解体までにはさらに数年かかりますので、こ

うしたことも踏まえて、結論を出させていただいたものです。 
それから、現在使用している庁舎新館も年数は経っていますが、補強させてい
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ただいて、もう少し使っていこうということで今、検討させていただいていると

ころでございます。 
 

◇新庁舎のヘリポートの設置目的について 
新庁舎の概要書を見させていただいたが、屋上にヘリポートを設置する構想が

あるようである。今後のエアモビリティの動向を考えると、ヘリコプターの離発

着というよりは空飛ぶ車や eVTOL（イーブイトール Electric Vertical Take-Off 
Landing aircraft 電動垂直離着陸機）を想定されているように思う。３年後の大

阪万博では日産の eVTOL が梅田から会場へ飛行することも構想されているようで

ある。 
空飛ぶ車や eVTOL の構想があるかも含め、新庁舎にヘリポートを設置する意義

を教えてほしい。 
（区長） 

屋上のヘリポートについては、災害時の活用を想定しています。 
当面は災害対応に必要なヘリポートとして考えていますが、様々な技術が発展

してくる中で、お話のエアモビリティについてもどのように考えていくか、これ

からも検討してまいります。 
 

◇まちづくりによる人口増加に対応する交通戦略について 
立石駅南口地区においても、現在東西で、再開発準備組合の設立が検討され、

北口と合わせてタワーマンションが３棟建つ予定である。そして中川を挟んで、

森永乳業の東京工場の跡地６万平米はアメリカの不動産会社 CBRE が買収するこ

とになり、賃貸型の大規模物流施設をつくる構想が発表されている。 
その場合は当然のこととして 40 フィートのコンテナが 24 時間行き来するよう

なアクセス道路が必要となる。現在の水戸街道へでる拡幅工事のみならず、環七

通りから奥戸五丁目交差点を西へ向かって右折左折した上で、工場に入る道路に

ついても対応が必要である。南奥戸小学校もあって、今でさえ 40 フィートのコン

テナが通れるかどうかの状態である。市街地再開発に取り組む上で立石駅の北口、

南口に加えて森永乳業の跡地の開発も包括的に視野に入れたまちづくりが求めら

れる。道路が拡幅され、雇用も新たに創出され、さらにタワーマンション３棟に

よっては立石駅前はおおよそ 1,500 戸、2,500 人から 3,000 人の人口流入も見込ま

れる。そうすると、バスターミナルやタクシー乗り場、高齢者向けの交通システ

ム等の課題が出てくると思う。バス路線や新金線の旅客化、グリーンスローモビ

リティなど、都市づくりにおける交通戦略をどのように考えているか聞きたい。 
（区長） 

森永に対しては東京工場跡地をぜひ区に売却してほしいということで何年も交

渉を重ねてきましたが、やはり提示する価格が大きく違ったということで、物流
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倉庫になりました。 
当然のことながら、物流倉庫側に対しては、地域の環境問題、それから交通の

問題、しっかり考えてほしいということで、協議を続けながら進めさせていただ

いております。蔵前橋通りの方に新しい道路ができていますので、それらを使う

ことになるかと思いますが、あふれてしまわないようにしっかり検討を進めてい

きたいと思います。 
これまでも、亀有にアリオができたときも、駐車場の数や環七通りにどのよう

な影響があるかということを、警視庁の交通の部署とも相談しながら対応してき

ました。それだけで解決できるわけではありませんが、そうしたことにも取り組

みながら解消していきたいと思います。あわせて葛飾区で進めている都市計画道

路の整備についても、できるものをしっかりと取り組ませていただきます。 
これに加え、葛飾区内のバス網の整備をすることも大事なことだと思っていま

す。この 10 年間で京成や日立交通などと話し合いを重ね、新しく 10 路線以上の

整備を進めてきました。 
それでも、まだまだ、東立石や堀切エリアなど、道路が狭い地域の交通も考え

なければいけないということで、東立石地区でグリーンスローモビリティの実証

運行に向けて取り組んでいます。そして他の地区でも、高齢者の皆様が安心して、

病院へ通ったり、買い物したりできるような交通網の整備が必要だと思っていま

す。これからも交通網の整備を進めていきます。 
 

◇葛飾区のスタートアップ企業に対する支援の拡充について 
葛飾区ではコワーキングスペースを積極的に設置しようなどのスタートアップ

企業支援策がなかなか聞こえてこない。 
（区長） 

葛飾区は中小企業の中でもどちらかというと零細な企業が多いという特徴があ

ります。商工会議所とも協議をしながら、起業される女性の支援をすることによ

り、いくつか実際に立ち上がっている企業もございます。 
それから、現在、関係者と協議をしながら事業を営んでいる皆様が事業承継す

る支援も進めているところです。今後もぜひ企業の皆様ともお話しながら支援を

進めてまいります。 
 

◇くつろぎ入浴証の江戸川区での利用及び年齢要件の引き下げ、循環バスの導入

について 
新小岩にただ１つ新小岩三丁目にある湯パーク松島が故障により夏に３か月近

く休んでいた。 
江戸川区松島がすぐ近くの新小岩一丁目など、新小岩地域はこのことをきっか

けに、江戸川区松島の公衆浴場を使わせてもらえるよう要望を続けている。 
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当初はくつろぎ入浴証を持っている人を対象に考えていた。区からはシルバー

パスを使って、東新小岩五丁目の千代の湯に行ってくださいと案内されたが、バ

スもうまく走っていない。区でも江戸川区と話してみるということであったが、

お願いする立場ということもあり、なかなか進展してしない。 
そうこうしているうちに、昨年、令和３年５月 31 日に肝心の千代の湯がなくな

った。 
ご存知のとおり、今ここ西新小岩、新小岩、東新小岩、奥戸には公衆浴場は１

つしかない。皆、唯一の湯パーク松島がもしなくなったらどうしようと心配して

いる。 
公衆浴場は大切なもので、シルバーパスを持っている人だけの問題ではない。

西新小岩の友人は 70 歳未満でまだシルバーパスを持っていないので普段はバスを

利用しない。今まではやっとの思いで西新小岩の千代の湯へ行っていたが、なく

なってしまったため、バスを使って行かざるを得ない。往復のバス代に加え、お

風呂代も今 500 円になり、1 回お風呂へ行くのに千円近くかかってしまう。これで

はもう行くことができないと困っている。その間に江戸川区ではくつろぎ入浴証

が 60 歳からもらえるようになった。江戸川区に住んでいる 60 歳の方は家にもお

風呂はあるが、くつろぎ入浴証のカードが届き、せっかくなので行ってみたとこ

ろ、公衆浴場は広くて大変良かったと言っていた。 
葛飾区でもせめて 65 歳からくつろぎ入浴証をもらえるようにしてほしい。そし

て、区で銭湯を巡る循環バスを走らせてほしい。 
（区長） 

公衆浴場は大分減ってきてしまっています。現在、24 か所しかございません。 
しかしながら、私自身も浴場の重要性は非常に大きいと認識していますので、

浴場に対しては様々な支援をさせていただいております。 
例えば釜を直す経費、内装を修繕する経費、それからいろいろなイベントに関

する経費、さらに今お話ございましたくつろぎ入浴事業、様々な形で支援をさせ

ていただいて、何とか継続をしていただけるように取組を進めております。これ

らはとても大事なことだと思っています。 
バスについても、区内のいろいろな場所に、バスで行けるような環境を整備す

るべきであると思っています。バスを使い、病院や買い物、今の銭湯に行けるよ

うに、これからも取り組んでいきたいと思っています。 
江戸川でもくつろぎ入浴証を使えるようにとのご要望につきまして、駐輪場な

どでは葛飾区民の方が江戸川区や足立区の駐輪場を利用したり、また、逆のケー

スなど、お互いに一緒にできるようにしているケースもあります。ただお風呂屋

さんの場合には、それぞれの浴場組合の関係もあって、なかなか話し合いが進ん

でいないのが現状です。 
しかし今後も話し合いを続けて、できれば、お互いに行き来ができるようにし

ていきたいと思っています。 
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それからくつろぎ入浴証の対象年齢のお話ですが、できれば状況を見ながら考

えていきたいと思いますが、現状では今の 70 歳以上の方のための制度になってい

る状況でございまして申し訳ございません。ぜひ、年齢になりましたら、積極的

に浴場を使っていただけると、浴場もやめないですみますので、このエリアには

１か所となっていますが、区としても応援をしっかり続けていきますので、地元

の皆様にも、行けるときには、お近くの浴場へ行っていただいてそしてお風呂屋

さんが存続できるようによろしくお願いします。 
 

◇東四つ木地域に子どもを増やすためのファミリー向け住宅の拡充について 
私ども東四つ木の地域は密集地域、災害に強いまちづくりということで、数十

年かけて道が広くなった。住み良いまちになったが、リーマンショック以降まち

の工場跡地に６世帯から 12 世帯のワンルームの集合住宅が二十棟程建った。単身

向けのため子どもが増えない。小学校も人数が少なくなっている。今後、中川中

学校の東側にある都営住宅の跡地を区で買収するという話を伺っているが、その

跡地にファミリーがたくさん住めるような住宅を建設していただきたい。ワンル

ームがいくら増えても子どもが増えない。若者が非常に多く、頼もしい地域であ

る一方で、いかんせん子どもが増えないという問題を抱えている。 
（区長） 

葛飾区でもワンルームができたり、場所によってはファミリー向けの住宅もで

きています。今、子どもたちを増やしていく取組を区では積極的に進めさせてい

ただいています。流山市等で、子どもが増えているという話があるように、住宅

をつくるだけで人が住むようになるわけではなく、子育てしやすいまちをつくる

ことがとても大事だと思っています。例えば、子育てをするための支援制度があ

るかどうか、これは葛飾区も非常に力を入れています。また、近隣に公園がある

か、そして、お父さん、お母さんが勤め先に通いやすいかなども重要です。今、

葛飾区に移っている方々が、一番気にしているのは交通の便です。交通の便につ

いて、葛飾区は比較的良い状況です。このように働きやすさや子育てしやすさを

向上させることによって、子ども、つまりファミリー層が住むようになります。

そうなると、当然多くのディベロッパーがファミリー向けの住宅をつくることに

もつながります。したがいまして、いかにして、子育てしやすい環境をつくるか

が大事ですので、今後も子育てしやすい環境づくりにしっかり取り組んでいきま

す。 
 

◇日赤募金の区の予算化について 
１年間に募金は５月の赤十字、10 月の赤い羽根、12 月の歳末たすけあいの３回

行っている。しかしながら、10 月から 12 月まではあっという間にきてしまう。社

会福祉協議会が赤い羽根と歳末たすけあいを行い、日赤だけは区の扱いとなって
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いる。負担になっているので、集まる 2,000 万円程度について、区の予算化を検討

してほしい。 
（区長） 

毎年大変なご努力をいただいておりまして感謝申し上げます。葛飾区は 23 区内

でも募金がとても多くなっています。それだけに、非常に大変であるとも思って

います。こうした募金についても、様々な議論があります。日赤など、募金は年

に何回かありますが、本来は強制的ではないはずのものが、習慣化すると、なん

となく必ず寄付することになってしまっているということがあります。葛飾区の

区民の皆様は大変温かい方が多く、結果としては日赤の募金もたくさん頂いてい

ることは事実であり、そのお金が様々な福祉に使われていることも事実でありま

す。日赤に今回のご意見があったことも伝えながら、制度についても検討できる

ようにしていけたらと思っております。 
 

◇住民の意見を聞かない再開発について 
おじいちゃんの家が立石にあって、私は今、年齢が30歳くらいなので、まさに

その再開発の話が出てから今どのような決着を迎えるかをこのまちに住みながら

体感してきた身である。実際にその再開発の区庁舎移転について、区民の意思と

は関係なく物事が決まっていっている感じがとてもする。先ほど意見が出たよう

に、説明会が開かれることがないというのは本当にその通りであり、説明会の方

法に限らずにというお話もあったが、実際にそこに住んでいる人たちへの説明で

あったり、理解がされないまま、30年前にこういう話が出た、こういう説明会を

したと言っても、実際にその場に住んでいる私からしても、その現状を今住んで

いる人たちにも説明してほしい。実際にその当時は、そこに住んでいる人々が反

対をしたから進まなかったという経緯があると地元の人から聞いているが、その

方たちが30年のときを経て、お亡くなりになったり、次の世代の娘さんや息子さ

んに地権が移ったときに話が進み、諦めるのを待っていたような印象がまちに住

んでいる私の体感としてはある。 
 実際に10月11日に開かれた全員協議会も、その開催の告知が当日になってもさ

れなかったのが釈然としなかった。アンケートや区長への手紙、この意見交換会

もパフォーマンスに見えてしまう。実際に、これらの区民の意見を聞いて、本当

に何か変えてくれるか正直疑問である。言うとおりにしてくださいではなく、一

人一人が抱える様々な意見をそれぞれの立場で交換できる場をつくることが行政

の仕事である。その場を全く設けず、ただ上の人々が決めたものに、区民皆が知

らないまま、これが決定事項ですという形で従わせるようにしか見えず、すごく

乱暴である。 
 一番伝えたいことは、立石の防災の面からも建て替えが必要なことは良く理解

しているが、実際に今の立石のよさをつくっている個人商店の皆さんが、タワマ
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ン建設のために追い出されていくと思う。そうした中で立石の良さをどのように

して残していくのか。その新しいビルが建って、チェーン店に埋め尽くされたど

こにでもあるまちで、今の立石の大切な要素を担うおじさん、おばさん方が、そ

の人らしく生きていけるとは思えない。再開発をするのであれば、まちの歴史を

消す形ではなく、引き継ぐ形で残していってほしいという強い思いがある。そこ

に対しては、政策云々という話ではないかもしれないが、一個人としてどういう

ご意見をお持ちなのか。この話合いが十分になされていない状況で 12 月の半ばに

決議がなされようとしているが区長は話し合いがされたと考えているのか。 
（区長） 

再開発というのはその土地を持っている方、そこに住んでいる方などが話合い

をしながら、そしてまとめていくものであり、市街地再開発に関する法律に基づ

いて進めています。これまでにも葛飾区は亀有、そして金町で２棟出来上がりま

した。それぞれ長い時間がかかったが、議論の上進められている状況です。今回

の立石についても、当然のことながら権利者の皆様、借家人の皆様と長く話合い

を続けて、そして現在に至っています。最終的に現状の中では、権利変換といい、

権利者の方が、マンションの中に入るのか、それとも商業施設に入るかなど、権

利変換計画を今進めております。同意をされている方ですが、その土地を持った

り、建物を持っている方の同意率は12月の６日の時点で84％です。それから借家

人の方の同意率は90％です。もちろん100％を目指すという議論は当然ありますが、

現状では84％の土地を持っている方が同意書を提出されています。そして借家人

の方も90％の方が同意している状況でございます。議論をしながら、どのように

権利を変換していくか、もちろん地域の外へ出て行かれる方もいらっしゃいます

し、それから外へ出てご商売をされる方もいます。これは、金町や亀有のケース

でも、同様の形で進めてまいりました。同意を得ながら進めておりますので、同

意が得られなければ進みません。一定の同意を得るために、今努力がされていま

す。 
 それから、まちづくりについての議論ですが、これまで亀有についても、アリ

オが来たり、それから駅前の再開発、そしてその後、こち亀をということで周辺

の商店街をもとの下町らしさを生かしながらまちづくりを進めておりまして、こ

れはほかの都市でも同じですが、安全のために災害に強いまちをつくることはも

ちろん、そこの魅力を発信できることもしっかり残していこうということで、亀

有の北と南の商店街が連携して様々な取組を進めております。アリオが来たとき

も、大型店が来て大変だという声がありましたが、連携をしながら進めていただ

いて商店街も今元気にやっていただいています。金町も再開発が二つありました

が、理科大が来たりしながら様々な形で開発が進んでいます。新しくできたお店

もたくさんありますし、金町らしいまちの発展を遂げています。 
 やはりまちは道路を整備したりして災害に強いまちをつくり、安全性を高めま

す。しかし、そこに住んでいるのは人ですので、その人たちが自分のまちらしさ
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をつくっていこうという思いを元に進めていくことが大切だと思います。新小岩

でも、今、もちろんこのにこわ新小岩もつくりましたが、道路の整備をしたり、

それから駅周辺の整備も着実に進んでいます。再開発も行われようとしています。

このように駅周辺は高度に利用する。そしてまた、少し離れたところでまた違っ

た活用をする。これにより商店街も元気になる。そうしたまちを議論しながらつ

くっていくことがとても大切だと思っています。そうしたものの積み重ねの中で、

まちが安全で住みやすいまちになっていくと考えて現在進めているところです。

もちろん、いろいろなご意見をお聞きして、まちづくりに生かすことは当然のこ

とですので、またご意見として承った上で、そうしたことを今後のまちづくりに

生かしていきたいと思います。 
 

◇新小岩駅前再開発に伴う小松南小学校の子どもの増加への対応について 
私はサラリーマンを辞め、地元新小岩に戻って自営業のかたわら、まちづくり

という活動に興味を持ち参加している。当時、いろいろ区の皆さんとお話しする

機会があったときに様々な要望が出ていて、30年くらい前にサラリーマンを辞め

たばかりの私は自分たちの周りみんなで協力すればできる話も結構あるように感

じた。 
ここが実は私にとってのまちづくりのスタートで、地域の皆さんと話して、区

役所でなくても、ひょっとすると我々でもできるのかもしれないと思い、実際に

やってみて、できないものはなぜできないかを区役所の担当の部門と一緒に話し

てみて、なにか問題解決策があるかどうかを探りながらコツコツとやってきた。 
 こうして、区長もお話ししたとおり新小岩はすごく変わってきて、各地域の皆

さん、また団体もこういうまちにしたいという思いで、例えば、駅から近い新小

岩公園について、利益を生み出しそれを地域に還元できないか、荒川水辺公園も

今の状態を続けるのは怖いなどの意見が前々からあって、みんなで少し勉強した

り、それから何か良いものをつくっていきたいというところから、今おかげさま

で検討会を始め、ワークショップも頻繁に開催していただくなど、いろいろな意

見が出ています。この前も、荒川水辺公園の案を見てすごいと思わされ、私とし

ては新小岩がとても発展し、楽しいまちだと感じている。いずれにせよ、ベース

となるのは自分たちでできることを自分たちで探しながらやっていけば良いのか

なと思っている。 
 駅前の再開発についても、再開発のビルがやっと認可され、南口の駅前も随分

変わると思っている。 
 再開発ビルができるということで、周りの平和橋通り沿いも中規模マンション

が比較的多く建ってきていて、子どもたちが増え、今年は小学校が３クラスとい

うようなお話も聞いている。小松南小学校はもう建て直す時期に差しかかかって

いるが、新小岩には旧松南小学校という施設もあるので、今のままの場所が良い
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のかという議論がある。また、兼ねてからもう少し防災公園をつくってほしいと

いう意見もあり、都市マスに出るなどして区役所に意見を述べさせていただいて

いる。 
 我々としても新小岩では 10 年先、子どもたちがぐっと増える見込みを肌で感じ

ている。来年、新しい改築校を検討されているということで、今後、小松南小学

校をどのようにするお考えなのか。 
（区長） 

新小岩で再開発が行われ、マンションも増えていることについて、金町でも人

口が増えていますが、人口が増えるというのはとても良いことです。こうした状

況の中で小学校はどうするんだという話がありますが、金町もマンションができ

るときに、いくつかある小学校をどのように割り振るか、例えば、区域割を変え

てこの方たちはこっちに行ってください、この方たちはこっちへ行ってください

という対応をさせていただいたりしています。しかしながら、新小岩の場合は小

松南しかありませんので、当然のことながら、建て替える時には、子どもたちの

数を推計しながら建て直さなければいけないと思っています。このことをしっか

り受け止め、将来予測をした上で取り組んでいきたいと思います。そして、その

ときには階高を少し高くして災害時に避難できるようにすることなども含めて考

えたいと思っております。 
来年、令和５年は見直しの時期にあたりますが、そこでどの学校を改築校とす

るかはまだ全く決まっていません。いずれにしても小松南もだいぶ古くなってい

ますので、そろそろ建て替える時期なのかなとは思っています。ぜひそういった

近隣状況も確認しながら、どういった形で直せば校庭がある程度広く取れるか、

そしてその上でゆとりある教育ができるかなど検討を進めていきたいと思います。 
 

◇区民とともに取り組む職員の育成について 
行政には様々な制度があり、いろいろな助成金制度を活用させていただいてい

る。 
例えば、文化庁の伝統文化親子教室事業では、子どもたちと一緒に伝統芸能の

体験等を行うと、30～50万円の10分の10の助成を受けることができる。 
これは今、区役所の生涯学習課さんで意見、要望を取りまとめていただいて、

東京都を経由して文化庁に提出している。この文化庁の制度をよく見てみると葛

飾区などの地方公共団体と一緒に我々地元の人たちが実行委員会を組み、こんな

イベントをやりたいと手を挙げ、応募し、全国の中で採択されると、葛飾区だけ

のお金ではなく、長期的に活用できる 3,000 万円の外部のお金がある。こうした制

度を活用していくにはどうしても担当の窓口の皆さんが書類を受け取って送るだ

けという姿勢では難しい。今後は区と地域の皆が一緒に知恵を出して企画提案を

したりするようになったら良いと思っている。一緒にやりたいという思いを持っ
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た職員と団体が企画段階から一緒に考えることで、結果は駄目でもまた次の応募

に向けて頑張ろうという雰囲気がお互いにできてくると思う。できれば今後は企

画段階からも一緒に取り組んでくれるような職員の皆さんが増えてくれるとあり

がたいと思っている。 
（区長） 

文化庁などの国の事業や東京都の事業にも本当に積極的に取り組んでいただい

ておりまして感謝申し上げます。せっかくなので、国の補助も都の補助もそして

区の補助もうまく使いながら、地元の皆様と連携しながらやっていくことが、と

ても大事だと思いますので、こうした取組をこれからも進めていただきたいと思

います。 
 今お話にありましたように、その事業を区と連携する、それから、ほかの団体

のいくつかと連携することについて、実は、商店街も従来、一つの商店街だけで

やっていることもありましたが、今はいくつかの商店街が一緒に取り組むことが

当たり前のようになっています。金町や亀有でも南と北の商店街全体で連合して

取り組むことも進んでおります。それから、場合によっては町会が入ったり、企

業も一緒に入ったりして、いろいろな事業を進めています。イベントもあります

し、事業もあります。ぜひそういった取組を区も一緒に参加して取り組ませてい

ただきます。その際に大きな事業として国の補助をもらえるものはもらって、そ

して進めていけたらと思います。 
 

◇区民の意見を反映して皆に喜ばれるにこわ新小岩について 
今日の意見交換会の中で庁舎の移転問題に関する説明会がないという何人かの

発言に対して、随分といっぱいあったとお答えされた。私は区長との意見交換会

にずっと出ているが、庁舎と再開発の問題については説明がなかったと理解して

いる。多くの税金を投入するため、その地域だけの話ではなく、葛飾区民全体の

問題だと思う。 

 本日、会場として使用しているにこわのことについて、この施設は2016年に複

合施設ということで提起され、何度も説明会もしていただいて、そして利用者の

意見も非常によく聞いていただいた。このような会だけではなく、メールでもぜ

ひ意見を送ってくださいとしていただき、そして出た意見も公表していただいた。

私もずっと児童館をなくさないでほしいということと、それから正規の専門職員

を配置してほしいということをお願いしてきて、区長にも意見交換会のときにお

話した。区長からも子どもたちが来て本当に安心して落ち着ける場が良いという

話があり、本当にそのようになったと思っている。専用室もでき、これまでの公

務員の専門職員が配置され、そして事業が継続され、今大変多くの方が利用して

いる。特に乳幼児は前より多く利用している。やはり保健センターと一緒になっ

たことで新しい子育て支援ができているように感じる。これは子どもの発達の保
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障になるとともに、住民にとっての子育て支援の拠点になったと大変喜んでいる。 

こんなに喜ばれているのは、私たちそれぞれがいろいろな意見をもっているが、

説明会に限らず、その意見を大変広く聞いていただいて進められたこと、それか

ら区の直営であることが大きい。公務員の専門職員が専属されたが、公務員は長

く勤務できるため、子育てに関する広い知識と経験を備えている。私たち葛飾区

民にとっては職員が共有財産となり、それが今の子どもたちが安心できる場につ

ながっている。 

（区長） 

本日の会場であるにこわをつくるときにも、たくさんのご意見をいただいて進

めてまいりました。同様に他の区の施設においてもこれまで様々なご意見をお聞

きしてきました。必ずしも皆が同じ意見ではなく、対立する意見もあります。そ

うした際にはいろいろな意見を聞き、調整をしながら進めさせていただいており

ます。 

 そして、複合施設化によっては、良い面がたくさん出ていると思っています。

これからもできれば必要なものは複合化する、例えば保健センターは子どもたち

にとって、とても意味のある施設だと思いますので、複合できるものは複合化を

しながら、より多くの皆様に喜んでいただけるようにしたいと思います。 

 

◇区民の財産である正規職員の存続について 
現在にこわ新小岩の職員の半分は１年雇用の非常勤である。大変不安定な雇用

になっているので、ぜひ正規の職員にしていただきたい。そして正規の職員にし

ていただいて、先ほども意見に出たように新小岩地域はマンションが増え、子ど

もたちが増えている。ところが新小岩は児童館がなくなってしまった。子どもだ

けでここに歩いてくるのは困難である。そのため、ぜひ今度、駅ビル６階に移る

地区センターの多目的ホールを活用して、このにこわ新小岩の職員が、毎日でな

いにしても、南側などの地域の子どもたちを受け入れる何か催しなどはできない

かと思っている。 

また、葛飾区にはまだ38の区立保育園がある。先ほど申したように、やはり公

務員の保育士というのは私たち区民の共有の財産である。いざ新しい子育て事業

をやるといったときには、その財産がなくなってしまってはできない。そのため、

ぜひこの直営の保育園を存続していただきたい。 

（区長） 

今、区ではケースに応じて委託により運営している施設もたくさんあります。

それから保育園は私立のほうが多いです。社会福祉法人や株式会社が運営してい

ますが、公立の場合であっても、直接公務員がやる場合であっても、それから社

会福祉法人がやる場合であっても、それから株式会社がやる場合であっても、同

じサービスが提供できるようきちんとチェックをすることによって良い保育を継
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続していきたいと思います。 

 このほか、会計年度任用職員の活用の仕方についても実際の常勤の職員、会計

年度任用職員、そして場合によっては委託など、様々な手法を使ってサービスの

質を高められるように考えています。区では様々な制度を活用しながら、民間に

任せても十分成果が得られるものは民間の皆様に任せながら進めているところで

す。 

子どもたちの政策にしても、高齢者対策にしても、しっかりと考えた上できち

んとしたサービスを続けられるように進めていきたいと思います。 

 

◇区役所の複数の部署によるいい加減な対応に対する包括的な指導について 
青木区長、私は物凄く怒っている。物凄く困っている。 
私と私の父親はそれまで本日の会場の隣のイムス葛飾総合病院で診療を受けて

きていたが、２年前の今頃、私が担当内科医の稚拙な対応に対して抗議をしたと

ころ、突然、一切の診療・診察を拒否された。病院側の非常に横暴で勝手な判断

である。 
イムスの病院の規模からすると行政権限が葛飾区にないことは十分理解してい

る。しかしながら、特定健診や地域保健課の誘致など非常に深く関わっている部

署もある。そういったところにいろいろな形で苦情を入れた。そして、私の問い

合わせ等に対する返事も求めてきたが、一切連絡してこない。地域保健課も健康

づくり課もやっていることは非常に無責任であり、ふざけている。 
病院を誘致するだけで仕事が終わりではない。誘致した病院が安心できる医療

サービスを地域に提供しているかをきちんと監視することも行政の重要な役割で

ある。こうしたことを私がいくら必死に訴えても無視され続けている。基本的な

問い合わせに対する連絡もしてこない。先週 12 月１日も健康づくり課に問い合わ

せをしたが、一週間近くが経過した今日まで何の連絡もない。地域保健課に至っ

ては嘘や根拠のない理屈をつけて、自分たちの責任逃れのようなことばかりを言

う。地域保健課でも病院と一患者の個人間のやりとりには対応できないと言われ

たが、これは個人間の問題ではない。 
行政サービスにおける医療サービスに対するかかわりをきちんとしなければ

我々、地域住民は安心して病院にかかることができない。 
別件であるが、健康保険料の納付に関して国保年金課と２月以来やりとりをし

た。やはり対応はいい加減であった。問い合わせたことを半年程ほったらかしに

された。その後もまったく内容の無い答えをもらった。これらのことについては

区長へのはがきをとおして何回もすぐやる課に文書を持ち込みやりとりをした。

すぐやる課の職員は私の顔を覚えている。こういう無責任な行政をどう思うか区

長に訴えたかったが、すぐやる課からはそういったシステムはないと言われた。

仕方なく今日この場に参加させてもらった。 
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行政機関の長として責任あるきちんとした回答をして各部署に適切に対応する

よう指示してもらいたい。 
（区長）  

区ではすぐやる課をはじめ、それぞれの窓口で区民の皆様から問い合わせがあ

った際にはお話をきちんと聴いた上で適切に対応するようにしています。 
私も「区民第一、現場第一」と申し上げていますが、お話をきちんと聴いた上

で適切に対応するよう日頃から話をさせていただいています。 
区民の皆様の様々なご意見を聞くということは非常に大切なことだと思います。

ご意見のとおりになることもそうでないこともありますが、いずれにしてもお話

をしっかりと受け止め、聴くということはとても大事なことだと思います。お話

を聞いた上でできることはきちんと対応するという姿勢でこれからも取り組んで

いきたいと思います。 
 

◇立石の歴史の継承について 
私も立石の北口で再開発が予定されているエリアに住んでいる。先ほど地権者

の同意率が今84％という話があったが、ずっと区の発表も見てきて、８月の時点

ではゼロだったものがこの数か月で一気に上がってきたように思う。もう決まっ

てしまうんじゃないかという状況にみんなが諦めた結果の数字ではないかと感じ

ている。今になってこの同意率が区議会でも非常に問題になっているようである

が、区役所の移転候補地に立石が入った時点では、はっきりと地権者の過半数が

反対していた。当時、東京都や組合など、あちこちに内容証明までつけて反対だ

と送ったりされる方もいた中で候補地に入れたということ自体がおかしかったよ

うに思う。区が区役所移転を主導して、再開発に関わる反対の住人をあきらめさ

せてきたと思わざるを得ない。今ここまで来てしまい、もう区役所を移転する条

例が区議会で本当に採決されるかもしれないという状態で、区役所が移転すると

いうことになれば、連動している再開発も一気に進んでしまうことになると思う。 
 私も立石の歴史をいろいろと勉強してきた。今から100年前、1923年に関東大

震災があって、同じ年に荒川が冠水した。被災した方々が整備された荒川の東側

のこのエリアに移住してきて、小さいまち工場がたくさんでき、今、タカラトミ

ーがあるように、おもちゃ工場もたくさんできて、そういうものを中心として、

労働者のまちとして栄えてきた。当時、荒川に従事されていた方の中には、朝鮮

半島の出身の労働者の方も多かったようで、もともとそちらの食文化であったも

つ料理等が入ってきて、今のもつ焼きの様々な有名なお店がある。戦後にはGHQ
の進駐軍の人たちが、ウイスキー・ハイボールを飲んでいるのを見て、それを真

似て、それより安価な焼酎ハイボールをつくって飲むようになった文化もある。

それから焼き畑に闇市がたくさんでき、それらが今もあるようなたくさんの商店

街になって、そこでは庶民にとってすごく安くておいしいお総菜を売ってくれる
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お店屋さんもたくさんできて、それは今も賑わっている。 
 本当に様々な歴史があって、その上に今の立石のまちの賑わいがあると思う。

昔が全部よかったとか、思い出がどうこうというわけではないが、やはりいろい

ろな人たちが一生懸命、泣いたり笑ったりしながらつくり上げてきた今のまちだ

と思っている。 
もちろんいろいろな課題があり、まちの姿が変わっていくものであるというこ

ともわかっているが、今あるまち並みを全て壊して超高層ビルにしてしまうとい

う今の再開発計画からは、今までのこのまちをつくってきてくれた方々や歴史に

対する敬意、感謝が全く感じられないと思ってしまう。 
 今、この立石のまちがすごく好きである。歴史からくるまちの懐の深さが感じ

られ、みんな等身大で生きていて、人のつながりも強く、何かしたいときには誰

かが手を差し伸べてくれ、困っていても困っていなくてもみんなお互いをすごい

気にかけて世話を焼いてくれる。僕がコロナになったときも地域の人が助けてく

れた。立石は安心で便利なまちだと思っている。個人商店もたくさんあり、経済

も循環している。 
 区長が今もこの再開発計画によって守りたい立石のよさというものはなにか。 
 今、区も補助金を出して進めようとしているこの再開発計画のどこに、どの部

分にどんな形で立石の歴史や立石らしさというものが継承されているのか。 
先を見据えないと持続可能なまちづくりはできないと思うが、区長は 100 年後

の立石にどのようなまちであってほしいと考えているのか。 
（区長）  

今、立石に対する愛、立石に対する思いを語っていただきました。 
立石のまちもとてもすばらしいまちだと私は思っています。 

 私は亀有で育ちましたが、亀有のまちも様々な良さがあり、そして、駅の周り

も含め、この再開発が行われました。しかし、亀有のまちの下町らしい良さは今

も残り、商店街は元気に活動を続けています。安全なまちをつくるため、亀有の

場合は駅前広場がなかったので、駅広をつくるなどしながら、駅の周辺を整備し

て、駅前に公園をつくり、そして道路整備をして、そして安全性が高まり、こち

亀にも代表されるような、とてもすばらしいまちとして発展してきています。形

はかなり変わりましたが、心は残っていると私はずっと思っています。私が通っ

た亀青小学校も何度も建て替えをしていますが、とても良い小学校として残って

いると思います。 
 このように、人の心に残るもの、それから人と人の結びつきを大切にする。こ

れが下町の良さだと思います。これらをしっかり残していくことはとても大事だ

と思います。立石のまちに住んでいる方がやはり立石のまちやその心の触れ合い、

心の温かさ、良いところをどのように残していくかはとても大事なことだと思い

ます。 
 その一方で、まちの安全性も確保していかなければならず、また、発展もさせ
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なければいけません。このような中で、再開発が行われつつ、これからも立石の

まちの良さをどうやって残していくかということで、議論が進められていると思

います。やはり立石の良さは今お話があったように人の結びつきがとてもあるま

ちであると思います。この人の結びつきをぜひ残していけるようなまちにしてい

きたいと思います。 
 そして、現在、再開発の行われるエリアは北口・南口がありますが、それは駅

前のほんの一部です。この外側にもたくさんのまちが広がっています。住宅がつ

ながっているわけです。そうしたところから、また安全なまちになり、そしてま

たそこが良い、住んでいきたいというまちになるように進めていくことがとても

大事だと思います。 
葛飾区では世論調査を３年置きに実施していますが、直近の令和３年度の世論

調査でも葛飾区民のうちの84.5％の方が、これからも葛飾に住み続けたいと言っ

ていただいています。こうした魅力というのは、例えば何かができたからとか、

そういうことだけではないと思っています。人の結びつきがある、交通の便が良

い、物価が安いなど、いろいろなことがあると思いますが、一番大事なところは

人と人の結びつきであると思いますので、この人と人の結びつきをしっかり残し

ていける立石をつくっていきたいと私は思っています。 
 

◇新小岩の喫煙禁止区域内における受動喫煙問題について 
葛飾区きれいで清潔なまちをつくる条例が改正・施行された平成 30 年４月から

すでに４年が経過している。この条例は受動喫煙の防止を目的としたもので第３

条において区の義務であることを明記している。新小岩一丁目新小岩駅南西に位

置する繫華街風俗街は喫煙禁止区域に指定されているのもかかわらず、飲食店や

パチンコ店の一部は敷地外、歩道沿いの敷地際に灰皿を設置し喫煙所としている。

同条例第５条に定めるたばこの煙を敷地外に出さないという事業者の責務は破ら

れているというのが現状である。 

区はこれまでどのような対応をしてきたのか。ここは第２種重点地区になって

いるのか。条例に定める見回りの過料はいつ誰が徴収するのか。 

そもそもこの条例は形骸化しているのではないか。新小岩においてどの程度こ

の条例に基づいて具体的な対応をしてきたのか。 

（区長） 

葛飾区きれいで清潔なまちをつくる条例は非常に大切なものであると認識して

います。 

昨今、喫煙をしない方が大幅に増えています。そうした中で健康のために喫煙

を減らしていこうという社会の流れがあります。一方で嗜好品としてたばこを吸

うこと自体が禁止されているわけではありません。禁止区域を設けている中で禁

止区域の外で吸ってもらう、禁止区域内には喫煙所を設けて吸ってもらうことを
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進め、葛飾区でも駅周辺に喫煙所を整備しています。 

しかしながら、煙が流れてにおいや副流煙があるというお声もたくさんいただ

いています。 

そこで、このたび、JR 亀有駅南口駅前の喫煙所を BOX 型にして排煙を表に出さ

ないようにするという取組も進めています。 

これからの社会の中で吸う人は周囲に配慮をして吸わなければいけませんし、

吸わない人が守られなければいけません。 

商店街では商売の都合上敷地内での喫煙を認めているところもありますし、新

しくできた東京都の条例に従っているところも多くあると思います。 

今後も商店街の皆様には東京都の条例や葛飾区の条例を守って商売をしてもら

うよう話をしていきます。 

吸う方が安心して吸える場所を確保する一方で吸いたくない方が副流煙から守

られるよう商店街にも話を続けていきます。子どもたちの政策にしても、高齢者

対策にしても、しっかりと考えた上できちんとしたサービスを続けられるように

進めていきたいと思います。 

 

◇区の管理職の女性比率向上について 
私は今回、初めて区民と区長との意見交換会に参加したが、どうしても違和感

を拭うことができない。例えば、区の庁舎移転について、区民との説明会、膝を

交えての説明会をやらなくてもアンケートやパブリックコメント、その他いろん

な方法で足りると担当の部長さんがおっしゃったが本当にそうなのか。今日の区

の皆さんの回答を聞いていると、区民の生活の現実についてどのくらい知ってい

るのかと疑問に感じる。昨日の総務委員会でも、私立の保育園を区が提訴する報

告があった。それはコロナが発生して多くの職員がコロナにかかってしまうと、

有資格者が都の基準を満たさず、補助金が不適切であるということで3,400万円の

返還の提訴であった。誤支給は前にもあった。私は記者をしていた経験があり、

私立の保育園がそんなに甘いものではないことをこの目で見て知っている。区長

さんは先ほど公立であっても私立であっても変わらない質が確保できると言って

いたが、それは根拠がないのではないか。有資格者が少なければ、経験者が少な

ければ、また、処遇が低ければ、やはり良い保育はできない。そんなことは、男

性の方でも理解していただけるかもしれないが、女性の方なら身にしみているは

ずである。 

 今の日本は国、都、区の三者が連携して互いに財源を分担する事業が多い。こ

の葛飾区にはボトムアップから立ち上げていって、区民が参画しながら良くして

いく事業がどのぐらいあるのか。 

このように決定する方々はほとんどが男性である。今日も区の管理職は教育長

さん、健康部長さんを除いて14人中12人が男性である。これが正常な姿であるの
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か。総務省も掲げているのであるから、区の管理職に女性比率を高める目標がな

いはずはない。女性管理職について、葛飾区はどういう現状なのか。そして女性

の思いをこれからどうやって聞いていくのか。高齢の女性の声を聞いたことがあ

るか。私の住んでいるところには、独居の高齢女性が大変多い。なぜだかはわか

らないが、その方々は買物をするのに、昼間ではなく夜中にコンビニに行ってい

る。皆さんいろいろな生活課題を抱えながら、一人で苦労している方もたくさん

いる。そうした弱者が政治が真っ先に救済する対象である。なぜそうしたところ

に目がいかないで、開発して人口を増やすことばかり優先するのか。私に言わせ

れば、そんなことは優先順位は後ろのほうである。今住んでいる区民みんなが幸

せに暮らせるように、そして区に対して物が言える、助けてもらえる区政にして

もらいたい。 

率直な感想としてすべて納得がいかない、違和感を感じたわけではなく、勉強

になったこともたくさんあったが、直していただけるところがあれば大変うれし

く思う。区の管理職の女性比率の向上をぜひお願いしたい。 

（区長） 

葛飾区の女性の活躍もとても大事なことだと思います。教育長も今女性ですが、

区の職員は半分強が女性です。そして本当に一生懸命頑張ってもらい、今、係長

もかなり女性が増えています。管理職も女性を増やそうということで、女性の部

長も３人います。このようにして女性が活躍することによって、男性でも女性で

も様々な方がいらっしゃって、そして、それぞれがいろいろな発想を持ってその

意見を出し合うことによって多様性が実現できます。これはとても大事なことだ

と思っていますので、これからも進めていくようにしたいと思います。 

 それから、いろいろな委員会にも可能な限り女性の方に入っていただけるよう

に取り組んできていますが、なかなか進んでいないのが現実です。少しずつ少し

ずつ増えていますが、これからも審議会や委員会の女性の人数をしっかり増やし

ていくように努力していきたいと思います。 

 それから、私立と公立の保育園について、これは同じだとは私は言っていない

つもりです。公立は公立、そしてまた私立は私立、それから社会福祉法人、それ

から企業は企業、それぞれ違いはありますが、子育てについて、それぞれの良さ

を生かしながら、一定の基準を満たすような形でやっていくべきであると思って

います。委託、企業にやっていただくケースも、それから公共がやるケース、そ

れも様々な状況を見極めてできる限り適切で効率的なサービスが行えるように考

えながら進めさせていただきたいと思っています。 

もちろん、いろいろな意見があることは承知しておりますが、今、葛飾区では

民間の手も、そして社会福祉法人の手も、それから公共の行政もみんなで力を合

わせていけるような仕組みをつくっていきたいと思っているところです。 

 いずれにしても、先ほど盛んにお話のあった女性が活躍できるような場はしっ

かりつくっていきたいと思います。また、独居老人が増える中で、女性のほうが
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高齢者が多いことは事実です。100歳以上の方が今、百九十人弱ですが、そのうち

のおおよそ85％が女性です。つまり、独居の女性がたくさんいるということです

ので、それに対する対策も進めていかなければいけないと思っています。 

【参考】 

葛飾区の100歳以上の人口（令和４年12月１日時点） 

男性： 29名（15.3％） 

女性：160名（84.7％） 

◇愛のあるまちづくりについて 
私、立石から参り、今チーム立石というグループがあり、立石でいろいろPRし

ている。今日、立石が好きだという皆さんがこんなにいっぱいいらっしゃって、

本当にうれしくて、うれしくて、涙が出た。 

先ほどからまちづくりについてもいろいろ考えられていらっしゃるが、そもそ

もまちづくりとは愛だと思う。そのため、住んでいる人もそれから葛飾にいらっ

しゃる方も、やはり、まちづくりには愛が必要である。 

（区長） 

まちを愛するということはとても大事なことです。今、立石を愛するお話があ

って、チームとしておいでいただきましたが、ぜひ立石のまちを魅力的なまちに

するために、立石を愛する方が力を合わせて取り組んでいただきたいと思います。

区でもしっかり応援していきたいと思います。 
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（２）令和４年 12 月 10 日（土）会場：水元学び交流館 

 
 

◇水元地域における地域コミュニティ施設格差解消について 
私は地域活動の拠点である地域コミュニティ施設について、要望を述べさせて

いただく。 
区役所への申請や届け出などを行う水元区民事務所は地区センターと併設され

ている。葛飾区には地区センターが 19 施設ある。区民事務所は６施設である。そ

のほかに、区民サービスコーナーが４施設ある。 
地区センターの施設の規模を比較してみた。部屋数が５以上の施設は 11 ある。

金町地区センターが駅前再開発によりこれに加わり将来的には 12 施設となる。ホ

ールを有するのは同じく 11 施設、音楽室を有するところは８施設である。これに

対して、水元の地区センターは部屋数が２つという現状である。誰もが安心して

利用できる施設の観点から比較をすると、19 施設のうち、２階の会議室利用にエ

レベーターがない施設は水元と東金町、奥戸、お花茶屋の４施設である。さらに、

利用者の過半数が高齢者という状況を考え、高齢者にとっての使い勝手の悪さの

観点からバリアフリートイレについて見てみると、19 施設のうち、水元、東金町、

奥戸、お花茶屋、新宿の５施設には設置されていない。また、地区センターと区

民事務所が併設されているのは水元、新小岩北、堀切、高砂、金町の５施設ある。

水元は二階建ての建物で１階が区民事務所、２階が会議室と和室の２つの部屋と

なっている。現在、駅周辺の開発が行われて、非常にうれしく感じている。 
比較してみると、水元と他地域との大きな格差を感じている。これを何とかし

ていただきたい。 
また、水元は区民事務所が１階にあるために、水害が発生したときに区民事務
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所が水没してしまう。災害時には、対策本部はやはり区民事務所、地区センター

を中心にして立ち上げるものだと思うが、そのような防災上の問題もある。区の

ホームページを見させていただいたところ、平成 27 年３月葛飾区監査委員の地区

センターの管理運営についての中で、これらの格差について指摘がされている。

最後のまとめの中で格差を解消するには、大規模改修等が必要であり、今後、公

共施設の効果的な活用の中でその解消を検討されたいと示されている。 
もう７年、８年経つが、水元について、そのような検討がされたということは

耳に入ってこない。それから、来年の５月には水元地区センター、区民事務所が

できて、40 年になる。40 周年ということは築 40 年ということで、建物も古くな

ってきているという問題もある。 
現在の地区センターから５分くらいの東水元一丁目に水元図書館と、保健所、

それから集い交流館が一つになった施設がある。隣に大きな面積を有する区の東

水元みどり公園もある。現在の区民事務所をそれらと一緒にしてはどうか。そし

て、現在の区民事務所の跡地に、一階建ての誰でも使えるような集会所を作って

いただくことを検討いただきたい。 
（区長） 

それぞれの地区センターの状況や内容について、お調べいただきまして本当に

ありがとうございます。 
この葛飾区内では、いろいろな施設について、その同じ機能だけではなく、複

合的に使えるように考えています。したがって、この水元学び交流館も以前は少

しかび臭いような状況で、皆様からたくさんの声をいただいていましたが、水元

体育館を建てる際に一緒に直そうということで、改修させていただいて、今、き

れいに使っていただいております。水元学び交流館ももともとは社会教育館と言

いました。今は学び交流館として多目的に使えるようにさせていただいています。 
様々な施設が区内にありますが、旧社会教育館型の施設もあれば、地区センタ

ーで合意したところもありました。これらをなるべく多目的に使えるようにして、

多くの方に使いやすいように取組を進めてまいりました。 
西水元のエリアでも、集会をする場がないということでお話を以前からいただ

いていまして、体育館の中に集会ができる場所、皆様が集まれる場所を確保しま

した。このようにいろいろな施設を複合的に使いながら、活用できるようにさせ

ていただいているところです。 
ただやはり、地元にある施設が使いやすくなることはとても大事なことです。

実は水元地区センターも７年ほど前から改修できないか、脇に建物を建てること

ができないか。それから、エレベーターがない状態ですので、上にあがる機器を

つけることができないか、様々な検討をさせていただきました。しかしながら、

建築基準法の問題や建物の今の既存の問題などいろいろなことがあり、現状では

なかなか難しい状況です。そこで、例えばバリアフリーなど、機能の一部だけで

も何とかできないか、また、２階に上がるための補助機器を配置できないか、そ
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ういったことを今、新しく検討を始めています。あわせて、提案がありました区

民事務所を図書館や保健センター、集い交流館等と一体化させることができない

かということも検討していきたいと思います。 
いずれにしても、集会の機能や防災の拠点機能など様々な機能をしっかりとそ

の地域ごとに確保ができるようにしていきたいと思います。 
一つの施設の中にすべての機能を集約させることはなかなか難しい状況ですの

で、水元学び交流館を改修してすごく使いやすくなったように、これからも既存

の施設を使いやすくなるよう取り組むとともに、今ある水元地区センターも手直

しができないか、さらに研究を重ねていきたいと思います。 
 

◇葛美中学校のジェンダーレス制服導入について① 
私の方からは SDGs 目標５つ目の「ジェンダー平等を実現しよう」ということ

に関してジェンダーレス制服について質問する。 
個人的なことになるが来年の春、娘が葛美中学校に入学する。性別は女性であ

るが、学ランを着用して３年間を過ごす。 
小学校４年生のうちから葛飾区教育委員会の指導室等に制服に関する問い合わ

せをした。当時、制服については、今のところ変更はないと伝えられた。５年生

になる頃、改めて問い合わせをしたが、同様の返答であった。行政に対して熱い

思いを持っている某有名市長さん等がきちんとその市民に対して自分の言葉で返

事を送っていることを子どもも知っているため、青木区長に期待し、娘は区長宛

てに、ジェンダーレス制服について、自分が通う頃までにどうにかならないかと

要望をメールにて訴えていたが、区からの返答はこのようなものであった。 
「令和４年６月 30 日 葛飾教育委員会教育長 小花高子 お問い合わせいただき

ましたジェンダーレス制服の導入についてお答えいたします。本区といたしまし

ても男女平等教育の推進が重要であると認識しており、区立中学校は制服の見直

しについて話し合い意識を持って進めさせていただいております。今後も男女平

等教育を推進し、人権尊重の理念を育んでいただくことができるよう努めてまい

ります。」 
教育長からのメールでさえ、対応が遅れて申し訳ない、でも何か困ったことが

あったならば身近ななんでも構わないから相談してなど温かみのある言葉が一つ

もなく、淡々とした文章で、余りに残念なものであった。 
今年の秋口になり、各学校の学生服を販売する店舗からの DM では、他校の制

服の変更があると記載されていた。それを見た娘は「葛飾区は SDGs、誰１人取り

残さないと表面上では素晴らしいことを謳っていても、実際は小学６年生の子ど

もが訴えて、改善を求めてメールが来たとして、それが実際どこの中学校に入学

するであろうことがわかっていてもスピーディに動けないのが現実である。それ

であれば、自分が好奇な目で見られたとしても、自分の生き方に自信を持ち学ラ
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ンで通う。そして、今は SNS の時代であるため、どこからか情報がマスコミに流

れるかもしれない。ジェンダー平等が進められている中、ネットでは令和の時代

に葛飾区に学ランの女子がいると炎上するかもしれない。そうしたら、役所の人

も慌てふためき動かざるをえなくなるかもしれない。本当はそれが最善の策では

なく、きちんと要望があるところからどんどん改善をしていけば、何のこともな

いが、葛飾区はそうならない。自分のように悩む子が入学をするときには、ジェ

ンダーレスの制服に変わっていればそれでいい。」と口にしていた。 
本人にしてみれば、苦渋の選択であった。12 歳の子どもが自分が率先して動か

なければ、区は動かないと諦めの境地である。そしてその女の子が学ランを着て

登校すれば、地域の目、友達の目、保護者の目、いろいろな目で見られることに

対して恐怖があると思う。 
学生服店の店主からは驚くことに、ジェンダーレスを知らないようで、「知っ

てるよ。ジェネリックね。変わったお子さんだね。」と本人の前で批判をされた。

娘は苦笑いをしていた。でも心の中ではどんな気持ちだったでしょうか。 
12 歳の娘一人に抱えさせるわけにはいかないので、今日この場をお借りして、

娘の代わりに質問する。 
区長宛てに書いたメールでさえきちんと自分の言葉で送ることもできない。教

育長からの文書もテンプレートのような薄っぺらい内容で、男女が明確に区別さ

れた制服を着るように、強いられることが、心の重荷になる子どもたちがいるこ

とをご存じか。 
ジェンダーレス制服について、区長自らの考えと、なぜ葛美中学校の制服がい

まだ変更がなく、他の学校から先に変更なのか。娘のメールは拝見されているか。 
親として要望する。区長、娘や他にも同じようなことで苦しむ子どもたちに対

して、一言お願いしたい。 
最後に、この会場にいらっしゃる皆様にお願いしたい。もし、学ランを着てい

る娘を見かけたら、３年間、楽しく充実した生活を送ることができるよう、どう

ぞ温かい目で見守ってほしい。 
（区長） 

基本構想の中でも一番目の理念、人権、平和、多様性は非常に大事であると考

えております。ぜひ、基本構想にしっかりと入れていきたいとの思いで議論し、

検討委員会でもまとめていただきました。 
多様性については、様々な議論がありますが、多様な社会の中でいろいろな行

動を、考えを持った方が認められる社会でなければいけません。葛飾区は外国人

の方も５％を超え、高齢者も増え、そして、障害を持つ方、持たない方、そして

考え方もいろいろな方がいます。 
そうしたそれぞれの考え方を尊重し、対応していくことに最大限取り組まなけ

ればいけないと思っています。制服につきましても、つい先日のテレビ番組でも

デパートで女性の制服をやめるという話がとりあげられていました。そのように



33 
 

社会はどんどんどんどん変わってきています。したがいまして、そうした社会の

流れも踏まえた上で多様性について、これからもしっかり進めなければいけない

と思います。 
例えば、今、教育委員会でも、男女混合名簿について、十数年議論を重ねてき

ましたが、来年からは、全体として取り入れていく方向性に決まりました。決ま

ったからといってすべてがパッと一度に変わるということはなかなか難しい面も

あると思いますが、こうしたことが一つ一つ改善されていくことが私は大事だと

思っています。 
服装についても、女子がスラックスをはくことが認められるようになったとこ

ろも増えてきているように、一つ一つ進めていくことで、お話のようなことも実

現をしていくと思っています。 
その一方で、それぞれの学校の中において、先生方や PTA などのいろいろな方

も含め、様々な議論をした上で決めて、統一していることもあります。その統一

事項を区が一律にすべて解消することが良いのかという問題もあると思っていま

すので、今は総合教育会議という会議があり、私と教育委員会、教育長はもちろ

ん、教育委員と話し合う場を何回か設けています。そこでは、これからの教育が

どうあるべきかを議論させていただいています。教育委員会に関して私が直接決

めているわけではありませんが、その場で、私の方から、今回のお声があったこ

とも含めて、お話させていただき、検討していただくようにしていきたいと思い

ます。 
社会の変化というのは一遍には来ませんが、必ず続けていくことで、変化をし

ていくと思いますので、多くの方の多様性が認められ、安心して暮らせる社会を

つくっていきたいと思います。 
（教育長） 

それぞれの区立中学校につきましては、制服の見直しなどについても取組を進

めているところです。学校によって見直しの進むスピードに、少し違いが生じて

いるという状況もございます。 
また、あわせて校則の見直しなども進めています。今までは男子生徒は、この

制服、女子生徒はこの制服というような規定をされている校則も見直しを図り、

この男子用の制服または女子用の制服どちらかを着るというような取組も進めて

います。 
区長から男女混合名簿のお話もありましたが、すべてトップダウンで、すべて

の学校が来年から男女混合名簿にするんだ、また制服もすべてブレザーのような

こういうものにするんだといったように、上からおろすのではなく、やはり、そ

の学校現場がしっかり考えて、取り組むということが私はとても大事だと思って

おります。名簿だけ、制服だけに限ったことではなく、すべての日常の教育活動

の中で、どのようにすることが子どもたちにとって素晴らしいことであるかとい

うことを教員にも主体的に考えてもらえるような進め方をしたいと考えていると
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ころでございます。 
あわせて今、学ランを着用した女子生徒に対しての地域の皆様のご理解をとい

うお話もございましたが、当然それは学校の中の一緒に学ぶ生徒たちもそうした

ことをしっかりと理解することが大事であると思っております。多様な人々がい

てそれぞれがその人らしく生きられる社会を目指すということを、教員もまた生

徒たちも学べるように、私としても取り組んでまいりたいと思っております。 
【参考】 
葛飾区人口（令和４年 12 月１日時点） 
日本人：440,422 人（94.9％）  
外国人： 23,891 人 （5.1％） 
 

◇葛美中学校のジェンダーレス制服導入について② 
娘は小学 4 年生のときから問い合わせをして、私も教育センターにも相談に行く

など、教育のいろいろなところに話をして、葛美中学校に何年後かにこうした子

が入ってくるということは理解していたはずである。なぜか葛美中をまず先にし

ないで、他のところから制服を変えていくのかというところに親としても理解で

きず、子どもとしても納得がいかない。 
わざわざ小学６年生の子が区長さんを頼ってメールをきちんと出していても、

区長さんからきちんとした返事も来なかった。 
（区長） 

皆様からのメールについてはお答えをくださいとしているものにはできる限り

お返事を出すようにさせていただいています。日々何十件もいただいていますが、

それぞれ見せていただいて、出せるものはお返事をお送りしています。 
今、教育長からもお話がありましたが、それぞれの学校で様々な議論が行われ

ていて、一歩一歩前進していることも事実であると私は思っています。私は基本

構想の中に理念として入れたということは大変重いことだと思っています。 
変更していくときには、その学校の校長先生の意見だけではなく、PTA の方や

皆様の意見を踏まえて議論し、決めていることだと思います。 
繰り返しになりますが、私としては、こうした発言があったこと、そして、多

様性について、これから検討していかなければいけないということを教育総合会

議で発言をさせていただきたいと思っています。 
そして、最終的には学校の中で、そのことを踏まえて議論していただいて、決

めていくことが、民主的な方法であると思っています。 
時間はかかっても、今日発言いただいたことはとてもすばらしいことだと思い

ます。これらのことを踏まえて、議論をしていくことがとても大切だと思ってい

ます。 
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◇学校外の屋内温水プールを使った水泳授業の検証について 
葛飾区内の小・中学校を改築する場合には、学校プールをなくして学校外のプ

ールを利用するということを水元小学校の改築に絡んで知った。当初、水元小学

校の改築後の校舎にはプールがあると聞いていたにもかかわらず、突如なくなる

という話を聞いて驚いた。それは私が元教員であり、プールがない時代にプール

をつくってくださいといって、プールを各学校に設備してきたことを経験してい

るからである。私は疑問に思い、区長さんにはがきを出させていただいた。どう

してそうなってしまったのかとか知りたかった。そのときのお返事が、教育長の

ほうから方針として決まっているのでという本当に数行の返事であった。それを

区政の与党である懇意にしている議員さんに、こんな返事が来てしまったと相談

した。そうしたところ、一緒に考えてくださり、私はいろんなことを考えて水元

小学校地域にプールをつくってほしいという運動をしようと思った。意見に賛成

してくださる方もいて、一緒にいろいろ今考えている。しかしながら、もう方針

は通ってしまい、そういうことはできないので、請願活動などをしている。それ

はもう区長さんもご存じだと思う。 

23 区で初めて給食費の無償化をされた区長さん、とてもすばらしい考え方で私

はうれしかった。その一方で、23 区で初めて公共の学校からプールがなくなって

いく。現在、学校にプールがあってもそれを使わないで、バスで移動し、学校外

のプールを使う。何となく私の心の中ではすっきりしない方針が二つ出てきた。 
二つ目に請願活動の中で、議員さんが検証が大事だとおっしゃっていたにもか

かわらず何で検証の採択がされないのかとすごく疑問に思った。ほとんどの議員

さんは検証は大事だ、こうやって始めたからには検証しなくてはいけないと発言

されていたにもかかわらず、請願は採択されなかった。私はとても不思議に思っ

た。 
区長が担当部署の方に何でも回して返事を下さる広聴はがきだったのかと、私

はちょっと残念であった。区長さんのご意見を聞きたかった。 
また、ある議員さんからはこのプールの方針は区長さんから出されて討議され

てきた。学校現場などから出た意見ではないというお話も聞いた。区の広報にも

出されたこの水泳指導に関する方針は今通って、進められている段階である。実

際に実施した水元小学校の皆さん、地域の方やお母さん方の意見を聞いて請願を

したはずにもかかわらず、検証しないということになったことについて、区長さ

んにもお手紙を出した。そのときもやはり教育長のほうに回したとても短いお返

事であった。 
今、お話を聞いていて、区長さんは多様な意見を出して、みんなで討議しと言

っていた。本当にそうだと思う。いろんな意見があって討議して、いろんなこと

を決めていく。 
私は今日のテーマである協働ということについて考えてみた。協働というのは

例えば区にすれば、区民や議会や行政やそれぞれの役割や特性をお互いに理解し
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合って、相互に対等な立場で意見を言い合い、話し合い、より良い葛飾をつくっ

ていくという思いで行政を進めていくことだと理解して、今日この会議でぜひこ

のことを言いたくて出席した。お互いに信頼関係をつくっていかないと、本当に

良いものは生まれないと思う。 
私も３人の子どもを葛飾で育てた。葛飾でも仕事をした。先ほどの SDGs のお

話も本当にすばらしい葛飾になって、そういうところで本当に子どものためにこ

れをやるということが何か今悲しい思いでいる。ここ１週間ぐらいとても悲しい

思いでいる。それはやはり多様性を認めてもらえない、最初から区の方針に反対

するものの意見は聞かないという感じがした。 
先ほどの制服の問題のように、トップダウンではできない。各学校の意見を聞

いて、学校でという話であったが、このプールの問題はそのように学校からも意

見を聞かれたのか。聞かれていなかったように思う。 
地域の意見を聞いて、例えば、町会長さんを集める会でお話しして説明したか

ら済んだという問題ではないと思う。それから実際に実施してみてどうだったか

ということで、検証や意見を聞くということもされたというお返事がきたが、実

際はどうなのか。 
目安箱のような気持ちで区長さんにお手紙を書いてしまったことを反省した。

本当はそうではない。区長に言ってもそれが各所に回っていって、そこから返事

が来るだけというのは何となく悲しい気がした。私の広聴はがきに対する認識が

間違っていたのか。 
（区長）  

区長へのはがきについては、今、はがきで来るものもあれば、メールで来るも

のもあります。 
いろんな形できますので、それぞれ見せていただいて、そして担当するところ

の意見も聞いた上で返事を出すようにしています。 
ただ、なかなかそれぞれのご意見には沿わない返事も多いものですから、厳し

いお話をいただくケースも多いです。しかしながらやはり、多様な意見があるこ

とはきちんと認識した上で、いろいろな検討をしなければいけないなといつも考

えているところです。私はできる限りいただいたものについては目を通した上で、

そして返事についても目を通させていただいています。 
 プールについては、23区の公立でこうした形にしようということになるのは確

かに初めてです。ただ、全国ではかなり多くの学校が専門のプールで実施するよ

うなこともやっていると私は聞いています。 
 大分前になりますが、この問題については、議論をさせていただいた上で、教

育委員会で検討していただくように私がお願いしたので、私が言い出したとなっ

ているのかもしれません。ただ、もちろんこれを議論するには教育委員会の中で、

現場の学校の先生や子どもたちの親、PTAなど、いろいろな方の意見も聞かなけ

ればいけません。そしてさっき検証というお話がありましたが、これまでにも、
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例えば西小菅小学校の改築の際のように、実際に子どもたちはプールを使えず、

その子どもたちが民間のプールでどのように教育内容を充実していくかというこ

とで取り組んだケースは、いろいろな意味での事前の検証になっていると思って

います。そういった意味では検証もしてきておりますし、これからも必要な改善

のための検証というのはしていかなければいけないと思っています。 
 こういった施策は全て、使ってみて、行動してみて、課題があればそれは直し

ていく。これはとても大事なことだと思っています。この件については、この間、

議会もそうですけども、様々な意見があることは事実です。それから学校でも校

長先生だけではなくて先生、いろいろな方にも議論をしていただいたと聞いてい

ます。例えば先生としてより良いプール教育、プールの授業、水泳指導をするた

めにはどうするのが一番良いのか、今の状況で先生方の水泳に対する能力はどう

かなどです。それからさらに大きなこととして気候変動があると聞いています。

気候が大きく変わってきて、夏、すごく暑いかと思ったらすごく寒い日がある、

そうすると実際には、子どもたちがプールを使うことができない日がとても多い、

このような様々な課題があって、議論を重ね、今回の結論に至ったと聞いており

ます。 
その上で、文教委員会という、教育の関係について議論する議会の場でも議論

をしていただいていると聞いているところです。いろんな議論はとても大事なこ

とですので、区の場合には教育委員会という場での議論、学校現場での議論、そ

してまた議員さんが 10 人ぐらい入って議論をする文教委員会での議論、そういっ

た様々な場で議論を重ねた上で、今まとまった結論だと私は聞いています。 
（教育長）  

子どもたち、教員のことをご心配いただいてのご意見かと思います。ありがと

うございます。 
 実際に、今年度も12校の学校が学校外の屋内温水プールを使って水泳の授業を

実施したところでございます。今、検証というお話ありましたが、教育委員会と

いたしましてもより良く運営していくために、今、子どもたちのアンケートや教

員のアンケート、校長先生からのヒアリングなどを進めているところでございま

して、議会等の中でもご要望がありましたとおり、まとまりましたら改めて議会

にもご報告し、公表などもしていきたいと考えているところです。 
 水泳の授業ですが、確かに昔は学校にプールがなくて、子どもたちを泳がせた

いということで屋外のプールを様々、地元の皆様方のご協力などもいただきなが

ら設置をしてきたという歴史があるということは、私も承知しているところでご

ざいます。区長がご説明しましたように、気候も変わってきています。そして、

昔はあまり紫外線に当たることによる害に関する認識が薄かったと思いますが、

今は保護者の皆様方も紫外線を強く浴びるようなことについて、ご心配をされて

いる方も出てきているところでございます。 
 水泳につきましては、今まで屋内温水プールというのがあまり普及していなか
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ったので、夏の楽しみでもあり、イベント的なものでもあり、そのときに泳ぐこ

とを覚えるという時代が長くあったかと思います。今は屋内温水プールに行けば

一年中泳げるという状況ですので、子どもたちにとっても水泳が１人でも取り組

めるスポーツという良さも私はあると思っておりまして、生涯スポーツ的な観点

からも温水プールで水泳の経験をすることは、もちろん水泳授業の充実にも今つ

ながっておりますし、子どもたちにも将来的にも役に立つことであると思ってお

りまして、進めていきたいと考えているところです。 
 繰り返しになりますが、不具合があるようでは困りますので、そうしたことが

ないように検証も進め、より良い形を目指して今お願いしている様々な施設とも

しっかりと調整しながら進めてまいりたいと考えております。 

 

◇情緒教育の進展と個人を守ることの調和について 
私は生まれて、板橋、練馬、柏、武蔵小金井、そして埼玉の川越など、あちこ

ちへ行き、30 年くらい前にここへ来て、葛飾の良さは本当に心にしみている。こ

のような意見交換会はほかの区、あるいは市では知らない。このようなことを胸

襟を開いて、話し合えるこの場をつくっていただけるということは非常にありが

たく、非常に民主の根幹ではないかと冒頭申し上げたい。 
私、柏でボーイスカウトの会長を長くやった。小さい頃、カブスカウトにもい

た。子どものことはやはりとても気になっている。今、マスクをして顔が見えず、

感動などがなかなか表情として養えない。これは、私がどうこう考える以上に、

幼稚園も含め、現場の先生方は日々悩まれていらっしゃると思う。 
私は葛飾区の良さの一つに子どもさんが近く、出会ったときに「おはよう」と

言ってくれることがあると思う。 
私は絵本の読み聞かせをしているが、そこで非常に懇意にし、お話をしたりす

る子がマンションのところで私を呼び止め「おじちゃん」と言って呼んでくれた。

その子のお友達も５人くらい集まってきたので、お話をしてあげたが、そこはマ

ンションの敷地内であった。子どもたちに「またね」と言って別れたが、マンシ

ョンの住民さんがその私を見咎めたのか、私が帰ってきたときに、後ろからチリ

ンチリンと亀有警察の方がいらっしゃって、今通報がありましたと言われた。こ

れはほんの一例であるが、大人と子どもの「やあ、おじちゃん、おばちゃん」の

ような触れ合いが以前と比べて、なかなかしづらくなっている。 
子どもの情緒教育について、今回のワールドカップのごみ袋の件でも日本人は

本当に情緒や人を大事にしている。自分のことだけじゃない、それがまさしく

SDGs の根幹だと思う。この日本の良さは数千年の歴史の中で培われてきた人をど

うやって慮っていくかという気持ちである。おはようの言葉を素直にかけられる

社会である。 
それが個人情報だ何だということになっている。確かにリスクはあるが、そこ
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を乗り越えるために情緒教育を教育の場でどのように進めていこうとされている

か。問題点はいっぱいあると思う。 

（区長） 
特に人の結びつき、絆を大切にするというのは葛飾区にはもともとあった良さ

であると私は思っています。しかし、少しずつ薄れてきている状況もあります。

ただ、東日本大震災の際にも、町会長さんたちが東北から来た人たちを受け入れ、

一生懸命お世話をしたように、葛飾は人情のあるまちだと言われています。大震

災以降、日本全体でも絆を大事にしよう、人と人の結びつきを大事にしよう、そ

ういう社会になろうとしていると思います。ただ一方で、個人を大事にしながら、

その調和をどう取るかというのはなかなか難しいと思います。 
葛飾区では昨年つくりました基本構想の中に、従来「水と緑豊かな心ふれあう

住みよいまち」としていたところに、このたびはっきりと「人情が輝く暮らしや

すいまち」と掲げさせていただきました。 
 人情という言葉は嫌いだという方もたくさんいらっしゃって、これには賛否両

論ありました。しかし、最終的には下町葛飾の良さであるということで、人情と

いう言葉を入れました。このように、人と人の結びつきを大切にしながら区政を

進めていく。これはとても大事なことだと思いますので、ぜひ実現するようにし

ていきたいと思います。 
 こういった一般のどなたも参加できる区民との意見交換会はもちろんですが、

例えば町会長の皆様との意見交換会や産業関係の方との懇談会など、様々なもの

を開催させていただき、広くいろいろな方と議論をさせていただいています。も

ちろん、話し合ったことが即座に全部実現できるというわけではありませんが、

いろいろな意見を交換することはとても大事だと思っています。 

（教育長） 
教育におきましても、子どもたちの心を育てることがとても大事であるという

ことで取り組ませていただいております。そして、葛飾区の良さとして、各学校

ごとに地域応援団などの組織もしていただき、今は本当に開かれた学校となり、

地域の皆様に学校までおいでいただいて読み聞かせをしていただいたりというよ

うな活動も、全ての学校でたくさん取り組んでいただいています。 
 また、地域といたしましても青少年育成地区委員会など、そこの中でも町会か

ら青少年委員の皆様、あらゆる方が入って地区委員会というものを組織して、地

域でロードレース大会や、音楽のイベントなど、様々子どもたちのために力を尽

くしていただいている皆様が本当に多い地域で、まさに子どもたちがそうした環

境の中で、その一員として育てられている地域が、本当に葛飾区の良さであると

思っています。学校と保護者だけでは子どもたちの心を豊かにしていくことはで

きないと考えておりまして、各学校でも地域の皆様のお力をお借りしているとこ

ろでございます。 
 先ほど、通報があったということで、一方で、保護者の皆様の中にはやはり
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様々な危険から子どもたちをどのように守るかということが課題としてあります。

心配が強くなっているというのも事実だと思います。これをどのようにしていく

かは、非常に難しいところであると、今、お話を伺って感じたところです。 
ただ、子どもたちが日頃から顔見知りになり、お世話になっているまちの方々

とご挨拶をさせていただくのは本当に大事なことです。そうしたことを否定する

ことではないとは思っています。危険を防ぐこととふれあいを、どのように両立

するかは大変難しいことです。知らない人にはついていかないとしていて、今、

子どもたちは知らない人には、積極的に挨拶をするということはしていないと思

います。日頃からの顔見知りや、日頃からのふれあい、学校を通じた交流などを

土台にして進めていただくのが良いと思います。 
 

◇葛飾区の防犯対策について 
私は15年前から南水元に住んでいるが、年々、まちが良くなっていると感じる。

様々な施設ができ、東京理科大も誘致されて、人が増え、商店街も活性化してい

る。非常にすばらしいまちになっていると思っている。 
 人が増えることで、やはり犯罪や迷惑行為に対する対策が気掛かりで、不安を

感じている。記憶に新しいところでは、令和２年に南水元交番の付近で女性が襲

われたり、交番相談員の方が刃物でけがをさせられるなどの事件もあったかと思

う。私事では、今、中学生の娘が駅前の塾に通い、夜遅くまで授業を受けた後、

午後９時から10時に帰宅するため、安全に帰ってこられるかどうかと、日々漠然

とした不安を抱えている。区でも監視カメラや一定の犯罪抑止に対する対策を講

じられていると思うが、カメラだとどうしても事後的な対応となり、未然に予防

する効果が発揮されない。 
 昨今の技術では、AIを活用して、音や光などから事前に予兆を把握して、危険

を抑止する技術もあるかと思う。 
これから金町駅周辺がさらに再開発されて、人がさらに増えてくるという中で、

葛飾区でもこのような防犯対策について、考え方や取組を教えていただきたい。 
（区長） 

区民の皆様に対し、３年置きに実施している世論調査というアンケート調査の

中で、災害対策、そして、防犯・治安対策に一番力を入れてほしいという結果と

なっています。次いで、高齢者対策となっています。 
やはり安全で安心なまちをつくってほしい。これは区民皆の願いでありますの

で、今、警察、それから町会の皆様など、関係するいろいろな方と連携して、

様々な取組を進めているところです。 
 葛飾は近隣区と比べると少ない方ではありますが、20年近く前のピーク時には

10,000件程あった犯罪発生件数が、今は約2,300件程度で、４分の１から５分の１

ぐらいまで減っている状況です。ただ、様々な報道をみると、すごく多いように
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感じてしまいますが、件数そのものは減ってきています。ぜひこれをさらに減ら

していくように努力していきたいと思います。そのための機械や設備など、ハー

ド面の対策としては防犯カメラが一つあります。これも相当増えました。このほ

かに街路灯です。これもやはり明るいところでは犯罪が起きづらいので、街路灯

を区内全域、そして公園等に設定させていただいています。そして東日本大震災

以降、電力の問題もあって、街路灯を全部LEDに変えるなどして、なるべく少な

い電力で安全が守れるように取組を進めさせていただいています。さらに、公園

でもトイレの周りなどで犯罪が起きたり、施設を壊されたりするため、そのよう

なところにも防犯カメラとともに灯りをつけるなどさせていただいています。 
 一方で、人的なソフト面の対応としては、今、例えば青少年の健全育成のため

に大人の皆様や地区委員の皆様など、多くの方が、犯罪が起きないような状況を

つくろうと取り組んでいただいています。それから町会の皆様にも、今コロナ禍

ではありますが、夜回りなどにも取り組んでいただいています。なかなか厳しい

状況ではありますが、人と人の結びつきというのは必ず犯罪を抑止することにつ

ながると思いますので、ハード、ソフトの両面から進めていきたいと思います。 
 さらに、保護司会などでも話が出ていますが、犯罪の件数の中で再犯が多くな

っています。これを聞いて、犯罪を起こした人はもう排除しようと考えるのでは

なく、罪を犯した人も再犯しないように地域で受入れ、そしていろいろな仕事を

あっせんするなどして、再犯を起こさせない。そしてまた併せて、子どもたちが

犯罪を起こさないようにするような取組も並行して、今進めさせていただいてい

ます。いずれにしても、犯罪のないまちは安心なまちですので、これからも皆様

と力を合わせて取り組んでいきたいと思っています。 

【参考】 
葛飾区犯罪（刑法犯）発生件数 
令和４年：2,316 件 
平成 13 年（ピーク時）：10,231 件 
 

◇SDGs の理念に反する区庁舎の立石駅前移転ついて 
区の説明では、立石駅前に区役所を持ってくることは区民にとって非常に便利

だと、それからもう一つ、防災の観点から必要だと、この二つを主張している。 
 そこで、私たちは本当に区民が便利になるのかとアンケートを取った。400人く

らいの区民あるいは庁舎に出入りされる区民の皆様にアンケートを取ったが、区

庁舎を立石駅前に持ってくることで便利になる、電車を使えるから便利になる、

そのようにお答えになった方はほとんどいなかった。やはり今と同じだ、便利さ

は変わらない、交通手段も変わらない、そのように答えていた。 
 それどころか、オンライン化が進み、区役所に行かなくても用事が済んでしま

うため、区役所を訪れる回数は減っている。このため、これから先、区役所へ直
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接行く必要はなくなってくる。そういうことを考えた場合に、この便利になるか

らという理由は成り立たないのではないか。 
 それからもう一つは、防災の観点である。しかしながら、今の区役所は防災の

ための補強工事をしっかりしていて、崩れ去ることはなく、防災拠点としての役

割を果たせると私は思っている。 
 SDGsの観点というのは、やはり持続可能な発展、持続可能な社会、それをみん

なでつくり上げていくということではないか。この観点から言うと、立石駅前へ

の区役所の移転は全くSDGsに反しているのではないかと思う。今あるものを長く

使うとか、あるいは経済的な問題を優先するのではなく、本当に区民にとって大

事なものは何かということを追求していくことがSDGsではないか。そのことで、

この区役所の立石駅前の移転という問題がこのSDGsとの関連で、SDGsに沿って

いるという説明が今までなかった。 
この区役所の建て替え、駅前移転については、今のこの区議会で決められよう

としている。そのことについて私はこれをもうちょっと待ってほしいと、今日い

らしている総合庁舎整備担当部長の工藤さんに直接お願いしたことがある。その

とき工藤さんはここで決めないと立石の再開発の地権者のために、その人たちが

急ぐようにということで、どうしてもここで決めたいとおっしゃった。 
 私はこれは間違っていると思う。そもそも区役所を立石駅前に持ってくるこの

計画は今から10年近く前に打ち出され、その時点ではこの立石の北口再開発に反

対する地権者のほうが多かった。でも、それは何とかなると出されてきた。全く

地権者をばかにしたやり方でずっと進められてきた。むしろ区民のための区役所

で、地権者は自分のエゴで反対するものではないという雰囲気までつくり出され、

結局、地権者はやむなくそれに同意せざるを得なくなった。再開発にその選択し

かないという形で追い詰められて賛成した。それを今さら地権者が求めているか

ら、急いでいるから、だからここで決めなきゃならない。この理屈は私は間違っ

ていると思う。 
この区役所問題は地権者のための区役所ではない。区民のための区役所である。

ここで早急に決めるのではなく、いろいろな観点からもう一度この区役所建て替

えの問題を考え直してほしい。私は区役所を建て替えるべきではない、建て替え

に反対しているということではない。みんなで SDGs の観点から、そして区民の

観点からもっと時間をかけて、より良いものをつくってもらいたい。立石駅前移

転ありきで進めないでほしい。 
（区長） 

区役所の庁舎については、SDGsの観点を十分に踏まえて検討が進められたと思

っています。経済、社会、そして環境、こういった面から検討が進められてきま

した。環境面でも新たな施設については、環境に十分配慮した施設になるよう進

めています。それから利便性の観点から配置の問題が先ほどありました。駅前に

する必要がないのではないかというお話がありましたが、これについても、今か
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ら10年くらい前に、位置をどこにするか、検討委員会の中に様々な学者さんも入

って検討されました。その際には、区内のいろいろな方の意見も聞きましたが、

どちらかというと立石周辺の方は別として、遠くの水元など、そのほかいろいろ

なところの方はなるべく利便性が高いところのほうが良いという声が非常に多か

ったことも事実です。 

 今の庁舎本館は昭和37年に建っていますので、今年で60年になりますが、これ

から準備をして建て替えると10年近くかかりますので、70年くらいまでは使うこ

とになります。いずれにしても一定の期間は使用したことになると思います。も

ちろんこういった施設も同じですが、使える期間はきちんと手当てし、耐震補強

をして使っていきます。その上で、年数が来たときには建て替えるということに

なると思います。 

 したがいまして、来る方が便利かどうかという福祉の面、そして、経済、社会、

環境の面も十分にクリアをしたSDGsに適った施策、事業だと私は思っています。 

 それから、区議会の話も含め、こうした施設について、議会での議論は当然さ

れていますが、皆様と共に議論をしていくことはとても大事だと思っていますの

で、この間も議論をしています。そして反対をしている方が多いという話など、

様々な意見がありました。 

 どのエリアでどう意見を取るかによって意見は様々あると思いますが、少なく

とも現時点で庁舎を建てるための再開発エリアの中の方で、12月６日の時点で、

地権者の方の同意、すなわち、既に印鑑証明をつけて判子を押した方が84％です。

それから借家人、マンションに入っている方などに移転してもらうこともあるの

で、これらの方にもきちんと本人確認を取って印鑑証明をつけて書類を出しても

らいますが、これは90％の方が同意されています。つまりそこまで既に来ている

ということで、担当の部長からの話が出たものと思います。いずれにしても、そ

こまでの方が賛成し、ぜひやってほしいという状況になっていることは間違いあ

りません。 

 もちろん再開発と庁舎の問題は全く同じではありません。庁舎の問題は例えば

水元に住んでいる方にとっても大事なことです。ほかに住んでいる方、46万の区

民全員にとって大事なことですので、幅広く意見を聞いて、どの場所にするかを

決めた上で、その上でどういった機能をそこに持たせるかなどの議論を積み重ね

た結果として、現在の状況になっています。この間、二十数年かかっているわけ

ですが、ここに来まして、いよいよ事業として進めようということになりまして、

今、議会で議決を得るための提案をさせていただいているところです。 

 

◇区長の体調について 
今日、区長さんが車から降りられて、この建物のエレベーターに行かれた足取

りがすごくしっかりしていた。区長がコロナになって随分心配したが、私の取り
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越し苦労だった。傍聴席で見ていて今年の７月に壇上に上がられた区長が大変疲

れていらっしゃるのを感じた。今まで切れ味がよかったのが、ちょっと切れ味が

悪くなっているように思う。例の５億1,000万円の補助金を渡し過ぎたことで、区

長も傷ついていらっしゃるんじゃないかなと思っていたが、今日元気な姿をみて

安心した。 

（区長） 

確かに８月にコロナになりました。それは 10 日間自宅にいたりして治りました

ので、その頃に少し元気がなかったのかもしれません。声がコロナとは別の理由

で少しかれていますが、ご心配いただきありがとうございます。今は元気です。 

 

◇ジェンダー平等の実現が不十分な葛飾区の部長級職員について 
2000年の頃には管理職の女性はいらっしゃらなかったが、２年前の長期計画の

ときに、私はたまたま子育てと教育と介護の委員会に出た。そのとき、女性の課

長さんが十何人いらっしゃり、ああ、葛飾区も見上げたものだなと思った。でも

今日の区民と区長との意見交換会の区の出席者を見てみてほしい。14人のうち女

性は教育長と健康部長の２人だけである。３分の１くらい女性が座っていれば、

SDGsに取り組んでいて、葛飾区も勉強しているなと思うが、２人だけではこれか

らの葛飾区の発展はあまり期待できない。 
（区長） 

教育長は女性ですが、部長も女性が３人います。女性の課長も大分増えました。

この方たちがこの後、当然部長になっていきます。ただ、今の時点で、課長にな

る試験を受ける女性がまだ少ない状況にあります。試験の準備をしっかりするの

か、女性のほうが合格する割合は高くなっていますが、試験を受ける方は少ない

状況です。それを働きながら、男性でも女性でもいろいろなことを同じようにで

きるようにすることで、もう少し受験しやすいように今努力していますので、将

来は葛飾も女性も男性も一緒になって、頑張って良い葛飾をつくっていきます。 

 

◇葛飾区のいい加減な事務処理について 
防犯灯補助金という品目で道路補修課から補助金が町会に振り込まれている。

これが年度末ぎりぎりにいつも振り込まれる。平成31年度から令和元年度が令和

２年の３月31日、本当にどん詰まりの最後の日に５万2,000円が振り込まれた。次

に振り込まれたのが、令和３年の４月２日、５万2,000円。そして、令和４年の３

月30日。つまり、振込日でみると、令和３年度に２回分振り込まれている。３月

を越えて４月２日に前年度分が振り込まれた。こんないい加減なことを我々区民

がやったらえらく文句を言われるのに、なんで区役所がいい加減なことをやって

いるんだということで、区長に文句を言いたいと思い今日やってきた。 

 町会の都合を言わせてもらうと、この令和３年度の４月２日と今年の３月３０
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日、本当のどん詰まりに振り込まれると、今年は４月３日（土曜日）に会計監査

をもう済ませ、その後の第３土曜日くらいに総会をやるようなぎりぎりの日程で

やっている。そのため、こちらは冷や冷やしながら月末にいつ振り込まれるのか

と見ている。 

したがって、もっと 20 日過ぎくらいに何とか振り込まれないものかと困ってい

る。この期日の厳守をお願いしたい。町会としては前年度は５万円の予算が結果

的に 10 万円に倍増しているわけである。会計年度内に振込が２回分されているの

だから。そうなると、今度、町会員からもどんな予算をつくっているんだと批判

されかねない。職員の手続きが遅いのか、仕事が遅いのか分かりませんが、その

辺りをきちんとやってもらいたい。 
（区長） 

確かにいろいろな補助金があります。その際に、遅れる理由の一番大きなもの

として、そもそもその仕事や事業が終わってから補助金を振り込む場合です。事

前に振り込む補助金が全くないわけではないが、多くの場合は何かの事業が終わ

ってから振り込むようになっています。事業が終わったという完了の書類をもら

ってから振り込んでいるために、遅くなっている実情が確かにあります。 

 ただ一方で、役所側で申請者皆様の分が揃うのを待った上で振り込むというよ

うなケースもあります。早く出したのになかなか振り込まれないという心配が生

じるのでそれは良くないと思っています。できる限りきちんと届出があったり申

請があったら素早く補助金として振り込むことが当たり前のことだと思っていま

す。 

 本日、交通・都市施設担当部長も一緒にお話をお聞きしましたので、今後、可

能な限り早く振り込めるような方策を考えていきます。せっかく補助金を出すの

であれば、早く出せたほうが望ましいと思っています。 

 

◇庁舎移転に伴う懸案事項について 
区庁舎移転についての説明会は行われないのか。先ほど、遠いエリアの人ほど

需要があるようなお話があったと思うが、意見を求められた記憶がない。豊島区

では区域を分けて100か所以上で開催しているので、葛飾でもその辺りの意見を集

約して進めてほしい。 

 それから区庁舎のSDGs関連だと、例えばCO2の排出量、カーボンニュートラルで

今どの程度出していて、建築で建てる際にどれくらい排出するのか。それから建

った後はどれくらい排出するのかというデータはあるのか。今の技術で改善され

ているかもしれないが、通常高いビルを建てる際にはCO2排出量が増えるというの

が建 築業界の話だと思う。 

さらに、防災の面でも、帰宅困難者の受入れはされるのか。区民のための備蓄

品があるというのは何かで見たが、外から働きに来ている人などに対して、フロ
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アを広く開放することがあるのか。それから１階にはテナントが入るのか。こち

らはテナントビルとして、自社ビルとテナントビルという考え方でいくと、テナ

ントが入ると管理組合のようなものをつくって、そこが運営していくことになる

と思う。例えば、今までできていた、災害のときにその場の判断で受け入れたり

することが管理組合の承認を得て、テナントにも周知してから進めなければなら

なくなり、今より機能として落ちる面も出てきてしまうのではと心配である。 
（区長） 

ほかの区でこれまでも再開発に限らず、庁舎の移転の話や庁舎建て替えを行っ

ています。たまたま豊島区等について、それぞれの区の事情があって比較的短期

間にやっているようですが、葛飾区の場合は実は年数を20年以上も掛けて議論が

進められてきています。 

 一番最初に起こったのは基金の問題です。新しく庁舎を建てるにはお金が要り

ますので、毎年お金を積んでいこうという話し合いを皮切りに、議論が始まりま

した。その際にもパブリックコメントなど、いろいろな形で公表して意見をいた

だく場を設けてきました。 

 それから、次に意見をいただく場となったのが、位置をどこにするか検討する

際です。区役所の今の位置で建て替えるか、それから比較的近い青戸平和公園に

建てるか、それとも立石駅前にするかという議論があり、そのときも広報に出し

たりして議論を重ねてきました。現在までにはこうした積み重ねがありました。

それからこういった場で今日もいくつか意見が出ましたが、毎年やらせていただ

いて、幅広く意見をいただいてきました。 

 したがって、時間をかけ、積み上げて議論していますので、最後の場面で全部

やっているケースとは少し異なります。ただ、意見を伺う場はずっと積み上げて

きたものは相当な回数になりますし、やってきたことは事実であります。そして、

今ここまで来たという状況です。 

 それからもう一つ帰宅困難者の話がありましたが、例えば、東日本大震災があ

ったときに帰宅困難者の話で、住んでいる人や働いている人だけではなくて、帰

ってくる人への対応も必要だという話もありました。葛飾区は私の判断でこの23

区の中では学校を全部開けて避難をしてもらうことを実践いたしました。結果と

して駅に近いところではたくさんの方に避難していただきましたが、そのように

防災時の帰宅困難者への対応もとても大事なことなので、現在も例えば民間にも

働きかけたり、区の施設も含めて帰宅困難者対応はできるように計画をつくって

います。その計画に沿って、しっかりと対応していきたいと思っています。 

（総合庁舎整備担当部長） 

地球温暖化対策のモデルとなる庁舎を目指して検討を進めております。 

 標準的な一次エネルギー消費量を50％以上削減する目標を掲げまして、ZEB 

Ready（ゼブレディ）の認証の取得を目指してまいります。それから環境性能で評

価して格付する手法、CASBEE（キャスビー：建築環境総合性能評価システム）と
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いうのがございまして、こちらは最高評価のＳランクの認証の取得を目指して今

検討を進めているところでございます。現在の庁舎は少し環境面で配慮が必要な

部分がありますが、新しい庁舎は環境面で民間事業者の皆様の模範となれるよう

な取組をしっかりと進めてまいりたいと考えております。 

なお、CO2については、現在再開発組合によって進められている実施設計がまと

まり次第、排出量等の数値が積算されることとなります。 

（街づくり担当部長） 

再開発のビルの中に庁舎が入りますので、我々区だけでビルに関する物事を決

めることはできません。しかしながら、当然、我々としても区の入っているビル

を災害のときに活用していく方針でいますので、例えば、そのビルの中の管理組

合等での規約や、管理の仕方の話合いのときには、区も大部分のフロアを持って

いる所有者として、お話をさせていただきたいと思います。 

 

◇学校プール廃止の弊害について 
 プールで水をためておくのも防災の一つになるかと思う。また、綾瀬のダンロ

ップスポーツクラブがもう撤退するという話があるなど、民間に頼り過ぎるのも

考えものだと思う。 
（区長） 

プールについても民間だけに任せて良いのかという話もありますが、葛飾区の

水元にもプールはあります。それから奥戸にもプールがあります。それから新し

く２か所のプールをつくろうと思っています。公営のプールと、それから民間の

プールを使い分けてやっていきたいと思っています。もちろん民間のプールもや

めるところもあれば新しくできるところもあります。それらをうまく使いながら

対応していきます。 

 

◇過剰な民間業務委託について 
私立保育園に対する補助金誤支給の件も民間に委託し過ぎてチェックが漏れて

しまったのではないか思う。区の職員のスキルアップなども含めて民間に委託し

過ぎないように、ある程度の能力を確保できるような体制をつくってほしい。 

（区長） 

業務を委託するケースというのは様々な形で出てきています。その委託を管理

監督するのは行政であるため、区としてもしっかりと学んでいかなければいけま

せんし、指導できるような体制を整えていきたいと思います。保育園の補助金の

問題では大変ご心配いただきましたが、議論の末に、保育園からは誤支給した分

は返していただくということで決まりました。それからその際に起きた様々な課

題については、庁内庁外問わず、検討を進めた上でそうしたことが起きないよう

に今、具体的な対策を進めているところです。 
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◇金町駅における一日利用の駐輪場難民の発生について 
金町駅の駐輪場について、私自身も金町駅の駐輪場を使用しているが、定期で

契約するのではなく、その日その日で使用する日があったり、使用しない日があ

ったりする中で、１日 100 円や 120円を支払って利用している。ここ南水元、西水

元、水元、東水元の方もバスに乗らず金町駅まで自転車で行って駐輪場を使用す

る方が大変多く感じている。そのような中で、定期での駐輪場はそれなりに数が

あるが、一日単位で一時利用できる駐輪場が非常に少なく、ここ最近満車が多く、

たくさんの人が駐輪場を探し求めているのを目にするなど、駐輪場難民が発生し

ている。私自身も地域の方から駐輪場が少ないという意見をいろいろ伺っている。

金町駅の再開発なども踏まえ、今の実情と、また今後の方針をお聞かせ願いたい。 
（区長） 

葛飾区は平らなまちですので、駅まで自転車で行く方がたくさんいらっしゃい

ます。そして金町は非常に自転車を使っている方が多い状況で、駅の周辺にはた

くさんの駐輪場が整備をされています。そしてその整備された駐輪場の中で、定

期利用とそれから１日ごとの利用と両方あり、最近はテレワークの関係やそれか

ら勤務日数が限られている方も多いため、１日利用の方が増えている実情がござ

います。なるべく定期利用に加え、１日利用の台数が確保できるように改善を今

進めているところです。状況を見ながら、日々の利用でも使いやすいようこれか

らも取り組んでいきたいと思っています。実態を把握しながら、１日利用の方に

も不便がないようにしていきたいと思います。 

あわせて、お店に行くために停める方もいらっしゃいます。これも別途考えな

ければいけないことであり、亀有やその他いくつかのところでは短時間利用、つ

まり１日利用の中でも丸一日使う方と、それからお店の利用のために短時間使う

方がいらっしゃいますので、それも分けて対応できるように進めているところで

す。 
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（３）令和４年 12 月 15 日（木） 会場：亀有地区センター 

 
 

◇学童擁護員の公費負担の廃止について 
通学路の旗振り、学童擁護員、指導員は正直言って、税金の無駄遣いだと感じ

ている。理由としては、児童にしか旗振りをせず、受益者が限定されているから

である。指導員の方はぼーっとしている余暇時間が多い。本来これは無償ボラン

ティアで足りる内容であって、税金を使って行う事業でないのは明らかである。

公費負担なしで、頭数を小学校の在籍児童で割って保護者から料金を徴収してい

ただけないか。もし公費負担であれば、地域の方皆が受益者となる工事現場等の

ような交通誘導員、警備員を導入すべきと思う。これにより保護者負担分を軽減

させられる。 
また、スクールゾーンの時間規制や旗振りだけでは日時が限られるので、警察

とも連携して居住者以外の車両は通行規制強化や、最近撤去されている車止めの

新設により自動車の通行を制限したほうが旗振りより休日や放課後における外出

時の子どもの安全につながり効果的である。 
（区長） 

 世の中は日々変化します。変化しますとそれに合わせて必要な対応をしなけれ

ばいけないことは当然です。様々な事業について、行政がやる事業かどうかも一

つの課題であると認識しています。多くの場合、時代が変わればそれに合わせて

施策の在り方も変えます。役割によっては区が手を出してやること、そして民間

でやること、そしてまたボランティアでお願いすることなど、様々検討しながら

進めていきたいと思います。 
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（教育長） 

 現在、特に注意が必要な通学路の箇所につきましては、報償費をお支払いして

学童擁護員を配置しております。葛飾区は地域の皆様も熱心に子どもたちを守っ

ていただいており、たくさんのまちのボランティアの方が一緒に見守ってくださ

っています。そのため、新学期の時期など、必要なときには保護者の皆様にも手

伝っていただいている状況でございます。 
 学童擁護員のその役割は子どもたちの安全確保や子どもたちが正しく横断歩道

を渡る指導等です。この対応で少し不足しているところがあれば、私どもからも

しっかりと役割を果たすように指導してまいります。 
 

◇通学路の喫煙禁止区域指定について 
通学路を歩きたばこの禁止区域に設定して、地域のためにたばこの指導員を配

置してほしい。たばこを持つ手は子どもの顔の高さで非常に危険なため、もう少

し踏み込んで迷惑行為として対処する姿勢をみせるべきである。現状の不十分な

マナー啓発だけでは、子どもの安全をおろそかにしていることは明らかである。 
（区長） 

 歩きたばこは非常に危ないです。持っていて手を下げると子どもの顔や目の位

置だったりしますので、基本的に歩きたばこをすることは禁止となっていますが、

立ち止まってであれば、脇などで吸うことが禁止されていない場所もある一方で、

駅周辺で禁止している場所もあります。そして、禁止をしている場所についても

吸える場所を特定して、この亀有の駅でも駅前の公園のところに喫煙スペースを

整備して、吸ってもらうようになっています。ただ、社会生活を営む意味でやは

り危険なことはなくしていくということがとても大事なことですので、ぜひ進め

ていきたいと思います。 
 

◇子どもを守ることについて 
昨今、学校周辺から商店が減少していて人の視線が届かない、いわゆる死角が

多い地域が増えつつある。公衆電話も減っていて、携帯、スマホの持込みや保護

者の自家用車による送迎禁止は時代にそぐわない。スクールゾーンの手前などで

車から下ろす工夫をさせることで送迎を認めるべきである。 
また、現在は新しく建てられる戸建てに庭がなかったり、マンションも店舗が

一緒になっていないものが増えている。建物はどこも常時施錠されていて、皆が

利用できない空間ばかり増えている。これはまちの分断やまちの発展の阻害につ

ながっている。この商店の減少に伴って、店舗での買い物が不便になり、皆ネッ

ト通販ばかりを利用する。また、娯楽施設もないので子どもは道路で遊ばざるを

得ない。そして、人通りも少なくなり、防犯上の問題も懸念される。そのため、

商店が立地しやすい都市計画や用途地域も見直すべきである。人が少なくなった



51 
 

代わりに防犯カメラではやはり不安要素を拭えない。子どもを置き去りにしない

ように考えてほしい。 
（区長） 

通信販売やネットの販売など、いろいろなものが出てきています。それから、

大きな店舗も出てきています。そうした中でやはり、それぞれの商店が地域のお

客様とお話をしながら販売することも非常に望まれていることであり、今この亀

有地域でも商店街の皆様が連携をして多くの区民の皆様に愛してもらえるように、

そしておいでいただけるよう努力しています。そうした地域の活性化を図り、暮

らしやすいまちをつくるために必要な商店街を残していかなければいけないと思

いますので、区でも応援させていただいています。 
 社会が変わったから全部なくなるではなく、これからも必要なものはしっかり

と残していきます。 
 また、今、葛飾区内に防犯カメラは既に 1,000 台を超える台数が設置されていま

すが、危険なことが起きないように安全で安心なまちをつくるための取組をして

いこうと思っています。 
 

◇終活相談のたらい回しについて 
ウェルピアかつしかの社会福祉協議会に終活のことを相談したく度々お伺いし

たが、あなたはまだ生きているから死んでからの話だと言われる。私は生前から

死後の始末について備えておきたく、後見人のお世話をお願いしているにもかか

わらず、断られてしまう。社会福祉協議会では弁護士と司法書士でないと対応で

きないとのことで、あらかじめ予約し、二度、三度足を運んだが、やはり終活の

話になるとここではできないという結論になってしまう。後々の皆様に迷惑をか

けないようにするにはどうしたら良いのかと常日頃から考えている。区役所にも

行った。そうしたところ、また、ウェルピアに行ってくださいと案内された。そ

れでウェルピアに行くとここは関係ありませんとなってしまう。電話で粘り強く

頼んでもだめであった。どうしたら良いかと困り果てている。 
私も高齢なので、区に返すものは返しておくなど、生きているうちに整理して

おきたい。なぜウェルピアの社会福祉協議会にそうした相談を受けられる相談員

がいないのか。もう何回行っても同じ話である。なんとしてでも、孤独死して区

役所のお世話になるようなことがないようにしておきたい。 
（区長） 

様々な課題を抱えていらっしゃる方がたくさんいらっしゃいます。特にお一人

暮らしの方や終活など、将来に不安を持っている方、いろいろな方がいらっしゃ

いますが、皆様のお悩みを相談する場所は確かにあります。しかしながら、それ

ぞれの相談の窓口がこの分野のことはこうです、この分野のことはこうですとど

うしても専門的になりがちです。そのため、これ以外はあちらです、このことに
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ついてはここじゃない、あそこじゃないなどとなってしまっています。なるべく

そのような相談も、きちんとお話を聞くことができるような場所をこれから考え

ていきたいと思っています。ぜひ相談して、そしてお話して、その中から課題を

見つけてその課題を解決できるようにしていきたいと思います。 
 

◇現在のたばこ対策の継続について 
 他の自治体は喫煙所に空気をきれいにしたり、排煙する機械を入れるなどして

いるが、子どもなどに迷惑がかからないようにすれば、たばこ税も徴収している

のだから、たばこに対する対応は現行のままで良いと思う。しかしながら、酒も

たばこもほどほどにしておかないと長生きできない。 
（区長） 

私もたばこは吸いません。そして今、たばこを吸わない方がすごく増え、多く

の方がたばこを吸わなくなっています。そして、あわせて嫌煙権といわれるよう

に、たばこの臭いを嫌う方やたばこの煙を嫌う方もすごく増えています。昔と比

べると、今、国ではたばこはマナーを守りながら吸ってくださいとなっています。

そこで、たばこを吸う場所をつくったり、そしてまた場所によっては歩きたばこ

を禁止したり、たばこを吸うことを禁止するなどの方法でやっています。今の方

法で良いというお話がありましたが、時代が少しずつ変わっていきますのでそれ

に合わせて、例えば、同じ喫煙所でも煙が漏れないようにするなどいろいろな対

策を考えながら、これからも吸わない方も吸う方も両方が幸せになれるように考

えていきたいと思います。 
 

◇自治町会加入のメリット・デメリットの明確化について 
私どもの町会は昭和 30 年から 40 年頃に、それまで畑、田んぼだったところに

自営業の人たちが順々に移り住み、そして自然発生的にできた町会で、今年で 50
年になる。しかしながら、当時、町会をつくりあげ、積極的に活動してきた方た

ちも今や 80、90 歳になって第一線を退き、次の世代に移りつつある。しかし、次

の世代の人たちはもう自営業ではない。皆さんサラリーマンである。そうすると、

町会活動に参加することも自然と大変厳しくなってきている。私も新築の建て売

りに引っ越してきた方のもとを訪問するなどして町会勧誘をしますが、こういう

答えをする人がいる。「町会に入って何のメリットがあるのか。逆に入らないと

何かデメリットがあるのか。」このような質問をされて的確に答えるのに非常に

苦労する。私も入らなくても別に何の不自由もないのではないかと疑問に思った

りする始末である。そのような面で、行政でも町会加入することのメリット、加

入しないデメリットをもっと積極的に PR してほしい。私どもの町会だけではなく、

葛飾区全体で同様の傾向があるので、ぜひご協力をお願いしたい。 
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（区長） 

自治町会についても社会が変わってくると町会活動に対する評価も変わってき

ます。また、そこで活動する方も高齢化してくるなど、様々な課題があると思い

ます。町会の加入率も実は大分下がってきています。今60％を切ってしまってい

る状況です。これは東京都内どこも同じ状況にあります。町会そのもの、町会活

動自体を評価する方は非常に多く、このことを皆様に理解していただくことがす

ごく大事ですので、いろいろなチラシを作ったり、転入される際にあなたはこの

町会になりますよ、町会ではこんな活動をしていますなどの話もさせていただい

ています。 
 また、町会活動が一番役に立ったと言われるのは東日本大震災などの災害時で

す。そのときのお互いに助け合う、交流し合う経験を通じて、多くの方が町会活

動の大切さを感じられています。これは日頃から交流をしていないとできません。

そういった意味で町会活動、日頃から人と人の交流があるということがとても大

切です。それから、独居老人の方などもいらっしゃいますが、そのような方々も

助け合うことができます。そして、人によっては自分は助けるばかりだと言う方

もいらっしゃいますが、実際には人のために役に立つということが幸せなことだ

とおっしゃる方もたくさんいらっしゃいます。いろんな方々がいて、そしてお互

いに助け合って、そして住みやすい地域社会をつくる、そして顔見知りになって

いることで犯罪も抑止できる、町会活動が盛んに行われることで様々な良いこと

があると思います。 
 実際に葛飾区もここ20年余りで犯罪の件数も３分の１以下になっています。も

う既に2,000件近くまで下がってきています。認知件数といいますが、新聞やテレ

ビを見ていますといろいろなところで犯罪が起きていて、たくさん起きているよ

うに思われがちですが、実際、件数そのものは減ってきているところです。それ

でもやはり2,000件程あるので、まだまだ減らさなければいけません。 
 もちろん犯罪を抑止するときに防犯カメラなども大事だと思います。それから、

街路灯をきちんとつけて犯罪が起きないような環境をつくることも大事だと思い

ます。しかし、やはり人と人が助け合うことも機能しますので、そういった意味

で安全で安心できる中で人と交流しながら暮らすことができる、災害時も助け合

うことができる、いろんな意味でそういった良さをこれからもしっかりとPRして

いきたいと思います。多くの皆様に知ってもらって町会活動や、ボランティア活

動もそうですが、そのほか、いろいろやっていただけるようにPRは行政のほうで

もしっかりやっていきたいと思います。また、町会の皆様のご意見もお聞きした

いと思います。町会長会議など、いろいろなものがありますけが、そういった場

でもご意見をお聞きさせていただいて、協働といつも言っていますが、この町会

活動も理解していただき、お互いに町会が活性化し、地域が住みやすくなるよう

に努力をしていきたいと思います。 
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【参考】 
令和３年度葛飾区自治町会加入率 56.9％ 
 

◇協働でつくる住みよい葛飾について 
亀有駅前にリリオ公園があり、その公園の角のところに今喫煙所ができている。 
ここも通勤の人などがその前を通るともう臭くて臭くてとても歩けない。この

苦情に対して区では早速来年にはしっかりした喫煙所が完成するように手配をし

ていただいている。 
 また、防犯上いろいろな面で監視カメラは抑止力があり、大変効果的な設備だ

と思う。私どもの町会でもここへ来てカメラの設置をお願いしている。カメラは

それなりに高価であるが、補助金を活用することで町会負担が６分の１で済むた

め、かなり手軽に申込みができている。 
このように区からの補助金や助成金をいただくことで、自治町会は防犯に力を

入れさせていただいている。 
 また、亀有駅前で毎年「おいでよ、亀有」というイベントをさせていただいて

いる。これは駅前の樹木や公園にイルミネーションを施し、区民の皆様や亀有を

訪れる方々に存分にお楽しみいただければとの思いでいる。「おいでよ、亀有」

のイルミネーションは年度内、来年の２月いっぱいまでイルミネーションを飾り、

これに加え、来年の２月の節分直前に千人鍋というキャッチフレーズで、大勢の

方に公園の中にお集まりいただいて、お楽しみいただけるようなイベントもさせ

ていただいている。これも地域住民の力とともに区のほうからも多額の援助金等

をいただいて活動している。 
 また、これは直接区ではないが、社会福祉協議会からも補助金をいただいてい

る。駅前の花壇の整備を亀有地区の民生委員さんや老人クラブの方、町会の有志

など、200人程の組織で取り組んでいるが、花の植付けから、あるいは花の植付け

が終わった後、いつもこのリリオ７階のホールへ皆さんお集まりいただいて、踊

りの練習をしたり、あるいは健康体操をしたり、このほかにも様々な活動を行い、

毎回70名前後の高齢者の方においでいただき、毎月行事を開催している。これも

葛飾区の社会福祉協議会からの大変大きな援助、ご協力をいただきながら実施し

ている。 
これだけいろいろな面で区からご協力や援助をいただいている中で、少しでも

安心・安全な住みよい葛飾区になるよう我々もその中で精いっぱい頑張りながら

本当に住みやすいこの区の中で住んでいければという思いでいる。 

（区長） 

葛飾区では３年置きに、世論調査という区民アンケートを実施していますが、

区に力を入れてほしい重点施策では平成25年から最新の令和３年の調査までずっ

と１番は防災で、最新の調査では次いで、防犯が高くなっています。災害に強い



55 
 

まち、いざというときに安心できるまちをつくってほしいというのが区民の願い

です。最近も３年ほど前に台風19号が来たときに皆様に避難していただきました

が、そのようなときにも安心して安全に暮らせるまち、それから、減少傾向にあ

る犯罪をさらになくしてほしいという声がたくさんございます。これらに対して、

行政だけではできませんので、皆様と一緒になって様々な取組を進めていきます。 
 それから、千人鍋や「おいでよ、亀有」など、地域を元気なまちにするイベン

トに対し、区でもいろいろな支援をさせていただいておりますが、連携して取り

組むことによって、地域の方がたくさん集まり、日頃から顔見知りになったり、

そして併せてほかの地区からもお客様が来て亀有が元気になりますので、こうし

た様々な取組も進めていきたいと思います。 
課題になることはいっぱいありますが、一つ一つ皆様と相談しながら解決でき

るよう進めていきたいと思います。 
 

◇子ども食堂に対する手薄な区の支援について 
本日放映されていた協働DVDの中で葛飾区には今、25の子ども食堂が展開して

いるという話があった。亀有地区にも一つ活発に取り組んでいる子ども食堂、フ

ードパントリーがあり、私たち民生委員もそのお手伝いをさせていただいている。

亀有学び交流館も無償で使わせていただき、フードパントリーもやっている。携

わってみて気がついたが、今、民間の会社、あるいは民間の人たちに熱心に応援

していただいている。食材はほとんどがそれらの企業からの寄附、支援で賄って

いる。 
逆に行政の応援が少ないように感じている。特に最近のコロナ禍の状況におい

ては生活に困窮している母子家庭が大変多くいらっしゃる。その人たちはいつも

いつも「ありがとうございます、ありがとうございます、とても助かります」と

いう言葉を残して喜んで帰っていただいている。私たちもそういう言葉を聞くと

大変うれしいが、行政の姿がいまいち影が薄い。今後もう少しその辺りを検討い

ただきたい。 
（区長） 

子ども食堂はとても大事なことだと思っております。区内にも大分増えてまい

りました。区でも金銭も含めて様々な支援を長く続けてきております。行政が目

立つ必要はないと思っていますが、料理できる区の施設をお貸しするなど、安心

して活動できるようにいろいろな支援をして、側面からしっかり支えております。

地域の住民の皆様、それから最近は社会貢献をしていこうという企業がとても増

えています。区内の企業の中でも社会貢献をするために応援したいという方も増

えてきておりまして、昨日も企業の方がお見えになってこういう貢献をしたい、

ああいう貢献をしたいという話がありました。私は協働の点では、やはり企業と

行政と、そして住民の皆様が連携していろいろな活動に当たることがとても大事
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だと思います。ぜひこうした取組をこれからも進めていきたいと思います。 
 それから、実際にコロナ禍で、非常に厳しい状況の中で、母子家庭やお子様を

抱えている家庭など大変なところに支援する仕組みもいろんな形で考えておりま

す。こうした方を見つけ出し、そして支援をしていくようにしていきたいと思い

ます。これらの施策については国の施策もありますが、東京都の施策、そして区

の施策、そして企業も今、社会貢献の中で努力をいただいていますので、それに

また現場で活動していただいている民生委員の皆様や町会の皆様とも連携しなが

らこれからも努力をしていきたと思います。SDGsに関するアンケートの中でも貧

困をなくそうというのが関心のあるゴールの一つであったように、こうしたとき

に相対的貧困になる方がどうしても出てきますので、そのような方も安心して暮

らせるように取組を進めていきたいと思います。 

 

◇子ども食堂普及のための空き家や防災活動拠点の公園の活用について 
住環境整備課にも話を続けている子ども食堂に対する補助をお願いしたい。子

ども食堂を始めやすくするために、文京区をはじめ、他の自治体でも実施してい

るような空き家の新たな活用や改修に対する助成金を出し、空き家の有効活用を

進めてほしい。葛飾区は空き家の活用に対する助成金等がまだない。 
また、子ども食堂を行いやすいように、防災活動拠点となっている公園で団体

が炊き出しのようなイベントを開催して、子ども食堂を広く知ってもらえるよう

な制度も整備してほしい。 
（区長） 

子ども食堂については大変関心が高くなっております。区でも、葛飾区は非常

に集会所や社会教育館のような様々な施設が充実しているので、その場所を何か

所もお貸ししています。それから、区では子ども食堂などの子ども・若者支援を

行う地域の団体に助成をしていますが、団体の皆様に集まっていただいて、連絡

会を行っています。こうした場で、実際に活動するときにこのようなことで困っ

ていますなどのお話を聞いた上でできることを応援させていただいています。文

京区のように地域によってそれぞれ課題が少し違っていると思いますので、葛飾

区の課題を乗り越えられるように応援をしていきたいと思います。 
 また、防災公園を使った炊き出しのような事業を、防災のことを交えて実施す

るなど、地域と協働して取り組んでまいりたいと思います。 
いずれにしても、今、子ども食堂は関心が高い事業であり、困っている方もい

らっしゃるので、取組をこれからも進めていきたいと思います。 
 

◇コロナで途絶えていた避難所運営会議の立て直しについて 
 ３年ほど前に台風19号で避難所を実際に開設されて運営もされたと思う。その

とき東京都内でも各避難所それぞれ混乱があったようで、それについて私どもの
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町会でも今後どうするべきかという議論をした。区のほうでも大分いろいろな検

討がされたと思う。あのときが考えるのに一番良いタイミングであったと思うが、

その後コロナ等があって、各避難所に設けられている避難所運営会議では話し合

いすらできない状態になってしまって、ここへきてようやくそれぞれの避難所で

会議が始まりだしたかなというところである。そのような中で、葛飾区では各避

難所の運営について、基本的に地域の町会の役員の方等が運営されている。その

ため、具体的に避難所をどう運営するのかということをある程度ガイドライン的

に示されていないといざ起きたときに混乱するだけなのかなと感じている。区と

しての各避難所の運営に関するガイドライン的なものは現在お持ちなのか。この

３年間のブランクの中で空白になってしまったところを、今後、一から立て直す

ためにどうするべきであるのか。 

（区長）  

台風19号が来た際に、区内、本当にたくさんの方に避難していただきました。

そして、あのときの経験を様々活かすため、そのときに出た意見を集約させてい

ただきました。そして、避難所運営はどうあるべきかについて、確かに避難所は

いざ開くとなると地域の方が一番近いので、鍵を開ける方法を示し、そして開け

ていただいたらどのように運営していくかということ、当時、一応取り決めがあ

りましたのでそれに沿って対応していただきました。比較的うまくいった避難所

と混乱した避難所、様々あったことは事実でありまして、それを区のほうでその

当時すぐに記録に起こそうということで課題の整理をさせていただきました。そ

して、その課題を踏まえて避難所運営会議をどんどん進めていこうという矢先に

コロナが来てしまいまして今はできていないのが実情です。 
 ただ、もちろん避難所を運営する際に、こういった形で鍵を開けて、こういっ

た形でやります、この次に避難をしてきた方の受付をこのようにして、次にどの

ようなことをします、連絡はどのようにします、こういったガイドラインはでき

ています。ただし、地域によって人の状況などが違いますので、それを活用しな

がら避難所運営会議をやっていただくように去年も準備をしました。結果的には

できたところもありますが、なかなかできないところもありました。これからも

そのつくったものを踏まえてそれぞれの地域の避難所で町会の皆様や地域の皆様

が集まって運営会議を開いていただいて、そういう避難所運営会議のときには職

員もしっかり行きますのでお話合いをしながら、しかし、いざというときは職員

が行けない、消防団も来ない状況の中でやることもありますので、そのときにも

しっかりできるように訓練を支援していきたいと思います。 
 台風19号は大変参考になりました。実際の実践のときがやはり一番参考になり

ます。それから地域によっても違っていた状況がいっぱいありました。それを今

集計した結果をもってガイドラインをつくってありますので、それを踏まえてこ

れから、できるところでもう既にやっているところも多くありますが、やってい

ないところもできれば１年に１回程度は各学校の避難所運営会議をやっていただ
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くことで、そこに行政も入って、そして地域の皆様とともにいざというときに備

えられると思っています。 
 

◇避難所指定職員の役割について 
台風19号のとき大変な思いをしたものの実害が少なくて本当によかった。我々

にとっても災害時の対応の大切さを改めて痛感させていただいた。 
 あの日、当然、地元の避難所運営会議のメンバーが来ましたが、ただやはり緊

急事態だったため、例えば、メンバーが50人いても実際に来るのは10名や20名程

であった。ある程度熟知している人たちが来ていなかった。また、開設にあたっ

ては、初期の開設の段階から戸惑いがいろいろあったが、19号のときに大変助か

ったのは、開設するときにあらかじめ区から指示を受け、亀有でしたら亀有地区

にお住まいの地元の区の職員の方たちが駆けつけ、その中で避難所運営に関する

いろいろ指示や力を発揮されていたことです。そのような方たちが我々の避難所

のほうにも２、３人来て、てきぱきといろいろ指示を出してくれ、本来、我々が

逆に指示を出さなければいけないにもかかわらず、もたもたしているところを手

際よく上手に仕切っていただけた。これはすごく助けになり、ありがたかったと

感謝している。 
 避難所運営のメンバーはそれぞれ、それはもう一生懸命やっているが、いざと

なるとやはりなかなか計算どおりにはいかない。そういう面では、区のほうでぜ

ひそういった組織というか指揮命令系統をしっかりと整えていただければ幸いで

ある。ただ、我々町会長はそういう職員の方々が駆けつけてくれる体制であるこ

とはあまり聞いてなかった。その辺りがどうなっているかを知っておきたい。 
（区長） 

台風 19 号が来た際にも、全ての避難所に区の職員は駆けつけさせていただいて

います。大体３人から４人程度駆けつけましたが、それぞれあらかじめ災害時に

行く避難所が指定されていますので、そこに向かい、対応をさせていただきまし

た。比較的うまくいったところもあれば、あまりうまくいかなかったところもあ

りますが、そこへ行った職員たちがいろいろな課題の記録を持ち帰ってきました

ので、それらを踏まえて今ガイドライン等をつくっています。整備したものを今、

皆様にもご覧いただいています。 
それから、比較的訓練を何度もやっていたところはスムーズにいきました。そ

れぞれの避難所で様々なことがありました。例えば、若い方がお見えになって、

弁当はどこにあるんだ、水はどこにあるんだとおっしゃって、これに対し、そん

なものはないんだと言った、言わないなど様々な議論もありました。つまり、来

る方も何をすべきなのか、何ができるのか、今どういう状況になっているのかと

いうことが実際にはなかなか分かりません。避難所に着くともう炊き出しができ

ていて、みんなそろっていて、そこへ行けば全部済むようにテレビをみると思い
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込んでしまいます。しかしながら、実際には、今回、台風 19 号の際も実は職員を

早めに手配して避難所へ行くようにしましたので何とか対応できましたが、いざ

実際に地震のケースもあれば、水害でも突発的な水害もあります。その際には、

行く職員が例えば、４人を見込んでいても１人しか行けないなど、いろいろなこ

とが想定されます。そこで、職員が来れば当然その職員もしっかりやりますが、

少ない場合でも適切に対応できるように日頃から訓練をしていただければと思い

ます。それから、19 号の際も消防署のほうには話をして、消防団の人にも一部行

ってもらいました。このように、消防団も手伝うことができるなど、そういった

ことをやりながらいざというときに備えてまいります。それでもやはり人員が欠

けるなど、全部がふだんの訓練のようにみんなでそろって１、２、３でやるわけ

ではないので、そのときでもその場のみんなで協力してできるような状況をつく

っていかなければいけないと思っています。 
それから、東日本大震災のとき、私も現地にお伺いして、多くの方のお話を聞

きましたが、全く訓練をしていなくてもやはり知った顔同士だと話をしてスムー

ズにいろいろなことができるとおっしゃっていました。やはり知らない者同士だ

となかなか遠慮してしまったり、また不満も出たりしてうまくいかないこともあ

りますが、普段から顔を合わせていることによってできることもあるという話も

聞きました。訓練したところはしっかりできていたようです。 
できる限り一年に一度ぐらいの訓練はしていただき、そして行政としてしっか

りガイドライン等をつくっていますので、ぜひ一緒に学んでいただいて、いざと

いうときに安心して過ごせるようにしていきたいと思います。 
また、避難所指定職員については町連の会合等ではご説明させていただいてい

ますが、当時、浸透していなかったことは反省しております。しかしながら、職

員が来るものだ、さらに消防団も来てくれるとなると、それなら安心だ、大丈夫

だと主体的でなくなってしまっては困りますので、どんなケースでも対応できる

ようにしていきたいと思います。 
今後は実際に避難所に駆けつける職員が訓練のときから現地に一緒に行って、

互いに顔見知りになるようにしていきたいと思います。 
 

◇立石駅周辺地域の再開発事業の進捗について 
立石駅周辺地域の再開発事業の進捗を知りたい。もう20年以上も取り組んでき

ているのでもっと粛々と進めてほしい。また、亀有も今工事等をやっているとこ

ろがあるように思う。 

（区長） 

立石も含めて駅周辺というのは、亀有の周りもそうです、金町の駅もそうです

が、まちづくりを進める大変重要な場所であると思っています。そして、今、立

石では連続立体交差事業の工事が進んでいます。そして、駅の周りは北口に再開
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発が行われようとしておりまして、今、権利変換計画がもう実行に移され、来年

早々には東京都の認可が下りるのではないかなという状況であります。それから、

南口も都市計画決定が下りるような状況になっています。時間は確かにかかって

いますが、権利者の皆様が努力をして一歩一歩着実に進んできていると思います。 
 あわせて、立石駅全体について、この亀有でもそうですが、再開発を行いなが

ら駅周辺のことにも取り組んでいかなければいけません。例えば、商業の関係で

あれば南北の商店主の皆様が連携して活動している状況のように、まちづくり、

商業振興、それから住みやすいまちづくり、いろいろなことを並行して進めさせ

ていただいています。立石は庁舎の問題もあって、いろいろ話題になっています

が、まちづくりも今着実に前進をしてきておりますので、これからもしっかり進

めていきたいと思っています。 

 

◇長年にわたり解消しない高砂と立石の開かずの踏切について 
区長さん、それから都市整備部長さん、担当の職員さんも京成高砂駅の踏切を

バスで通ったことがあるか。あそこは 30 分も 40 分も通れない。何とかしますと

書いてはあるが、あれはもう嫌になってしまう。こうしたことをもう少し早くき

ちんとやっていただきたい。しばしばあそこを行き来するが、高架化して高くし

たり、下を掘って地下化するなどすれば良い。あそこは昔から２本走っているの

で、そこにもう１本足せば良い。立石も高架をそこだけ上に通せば良いだけであ

る。私は最後は床屋であったが、北海道で国鉄職員も経験している。どこでも何

年もかかっている問題であるが、葛飾はいくら何でも時間がかかりすぎている。 
（区長） 

鉄道の立体化工事といいますが、鉄道を高架化して、その下を車が通れるよう

にします。今一番問題になっているのは高砂の駅のところです。立石も同様です。

青砥のところは連続立体交差事業が終わって、あの下は今、当たり前のように人

や車などが通れますが、やはり立体化をすることが交通の便のために、そしてま

た生活のためにも非常に大事なことですので順次やっていくように一生懸命、超

特急でやっています。それでも時間がかかっております。 
 事業そのものは東京都の仕事ですが、葛飾区内のことなので区としてぜひそれ

を推し進めるように取り組んでまいります。立石のほうは今、工事が着々と進ん

でおりまして、仮線路を１本ずつ切り替えて、そして高架橋を１本上げてという

ように、順番にやっているところです。ただ、どうしても電車を運行させながら

工事を進めるため、線路を１本ずつ上げるのに時間がかかってしまっています。

高齢者の方などから「20年もたったらもう自分は生きてないよ」など、お叱りの

お言葉もいただきますが、将来のためにも着々と順番に進めていきたいと思いま

す。立石が終われば今度は高砂をやらなければいけませんし、ほかの場所でも立

体化はとても大事なことですので、頑張ります。 
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◇私立保育園に対して誤支給した補助金の返還計画について 
保育園の補助金の返金の計画はもう決まっているのか。 

（区長） 

保育園への補助金を誤支給しました。大変申し訳ございませんでした。 
これはテレビ等でも何度も謝罪をさせていただきました。結果として最終的に

は保育園に返していただくことになり、今、返還の計画をつくっています。もち

ろん返還いただくお金は子どもたちの教育のために人を雇ったお金です。丸４年

間支給してきた経緯がありますので、返していただくことにはしましたが、時間

をかけて返していただくことで、今年度内に計画をつくって来年から返していた

だくことが決まっております。 
 

◇将来も継続できる学校給食費の完全無償化について 
来年の４月から学校給食費を全面無料化と区長が言っているが、区長が辞めた

ときや、財源がなくなったときに、やっぱりやめましょうとなるのであれば子ど

ものためにならない。 
平成21年から学校給食費は上がっておらず、今、物価が上がっている分を区で

負担していることは納得がいく。しかしながら、学校給食法第十一条第二項で給

食費の保護者負担に関する明文がうたわれている。全国でも76の自治体が、その

自治体で給食費を負担している。しかしながら、それらはどこも対象者が何百人

の村や町である。今はコロナで物価が上がり、今後も上がり続けることが見込ま

れている。そのような中で今、区長たちは現在の物価水準をみているが、１年、

２年、３年後にはどうなるかわからない。思わせぶりで無償化しておきながら、

３年後には財源がないからもうだめです、払ってくださいとなったら保護者がど

う思うだろうか。将来のことまで考えて決断を下さなければおかしい。今回の学

校給食費無償化もこの半年くらいで、８月頃からいきなり言い出したように思う。

その前まで区長は区議会議員が無償化しようと言っても反対していた。給食費無

料化に対して反対を表明していたにもかかわらず、それがなぜこんな急に変わっ

たのか。区長の保身のために子どもの支援をしているのではないかと我々は疑っ

てしまう。まして、区議会議員と区長だけで話していてはそこに区民みんなの気

持ちは一つも入っていない。 
（区長） 

区では給食費は子育て最重要課題ということで取り組んでまいりました。この

間も、例えば、今年もお金をしっかりつけて、そして給食の値上がり分は全部区

で支払っています。このように取組を続けてきて、従前からも例えば、牛乳代を

払ったり、いろいろな形で給食費の支援もさせていただきました。そういったこ

との延長の中で、今回、給食費を４月から全面無料にしますと発表させていただ

きました。そして、これを実施するにあたっては、その経費について、この10年
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間の区の収入がどのくらいあって支出がどのくらいあるか、こういったこともき

ちんと計算させていただいた上で議会の皆様とも相談をしながら進めております

ので、継続していけると考えています。 
ただ、世の中というのは大きく変化をすることもありまして、想定外の事態が

起きることも考えられますが、当面はしっかりと続けていけるように計画的に実

施してまいります。 
繰り返しになりますが、区長になって13年の間、子育てを最重要課題として、

保育の関係、そしてまた子育ての関係に取り組んでまいりました。したがって、

急にここで言い出したのではなく、確かに値上げもしないなど、様々な取組を進

めてきています。当然のことながら無償化についても内部では検討を進めてまい

りました。 
 ただ、議会等で質問されてもその段階では固まっていないので現状ではできま

せんとお答えするしかありませんでしたが、この間、検討を積み重ねてきて、毎

年毎年の基金という貯金も積み上げてまいりました。この基金は学校を直す基金

が一番多くなっています。そのほかにもまちづくりの基金や減災基金、いろんな

基金があります。それから毎年の収入の状況、こういったことを踏まえて計算し

ております。現状では大きな変化がない限りこうした事業は続けていけると私は

考えておりますし、そのことをしっかり進めていきたいと思います。 
 今回、突然言い出したとおっしゃっている方もいらっしゃるようですが、実態

を見ていただけば、この間様々な事業を進めてくる中で、特に子育てのことをき

ちんと考えながら進めてきた結果としてこの給食費無償化があると理解していた

だきたいと思っています。 
 それから、学校給食法の中では確かに給食費を保護者が負担すると書いてあり

ます。しかし、これは私どもでもいろいろなところから資料を取り寄せ、全国で

も、葛飾だけではなく、小さいところが多いですが、無償化をしている自治体は

既にたくさんあります。それについては国も自治体が給食費を全額支払うことに

ついて、全く否定をしているものではありません。したがいまして、葛飾区も子

育てをしやすい地域をつくるために、今回実施することを決めたところです。 
今、葛飾区は 46 万 4,000 人余りの人口があります。もちろん子どもの数はそれ

に比べて少ない状況でありますが、大変大きな数です。しかし、税金の使い道な

どいろいろなことを考えますと、一人一人の税金というのは、これは小さな村で

も大きな村でも、それから町でも市でもそれぞれ使う金額というのはそこのまち

の収入であったり、地方の場合には多くの場合は地方交付税という国からの補助

金ももらいながら、その金額をどう使うかということになります。そのことを踏

まえて区で計算して考えていますので、私は十分この金額でやっていける、そし

て多くの区民の皆様、子育てを大切に思っている方々に理解していただけている

と考えています。 
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３ 追加意見等に対する回答 
 

（１）にこわ新小岩 
 

◇JR 新小岩駅南口駅ビルと商店街の共存について 
新たに立派な駅ビルができたとしても商店街がシャッターばかりになってしま

っては困る。駅ビルと商店街とがうまく住み分けや共存ができるように区から JR
に働きかけてほしい。現時点で駅ビルに出店予定のテナントの情報を示してほし

い。 
（回答） 

葛飾区ではこれまでも、平成 18 年に亀有地域にアリオ亀有ができ、金町地域で

も平成 21 年にヴィナシス金町、令和３年にベルトーレ金町と２棟の商業ビルが建

っています。当時、亀有にアリオができる際にも競合が起こるのではないかと周

辺の商店街の皆様からもご心配の声がありました。そうした中で、亀有地域では

その下町らしさやこち亀などの特性を生かしながら、アリオ亀有とまちの商店街

とが互いに連携し、うまく共存することで現在の賑わいのある亀有のまちを支え

ています。金町も東京理科大学ができ、多くの人で賑わうなど金町らしいまちの

発展を遂げています。 

 新小岩の地域においても、東日本旅客鉄道株式会社とまちの商店街の皆様が一

体となって、活気あふれる新小岩らしいまちとして発展していくよう、区といた

しましても、支援を続けてまいります。 

 なお、「（仮称）新小岩駅南口駅ビル」に入るテナントについてですが、

「（仮称）新小岩駅南口駅ビル」は東日本旅客鉄道株式会社の事業となりますの

で、東日本旅客鉄道株式会社にご確認ください。 
 
   

◇JR 新小岩駅南北自由通路の開通時期について 
南北自由通路を南北まっすぐに通ることができるようになる時期を示してほし

い。 

（回答） 

令和５年３月１日（水）より、新小岩駅南北自由通路が全線開通いたします。 

２月 11 日（土）から全線開通に向けて、「階段部分」「スロープ部分」の２段階

での切り替えを行います。 
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◇JR 新小岩駅発着表示について 
新小岩は快速と普通電車のどちらに乗るかを判断するにあたって掲示がわかり

づらいので、区民が快適に電車を利用するためもっとわかりやすい表示になるよ

う JR に働きかけてほしい。 
（回答） 

JR 新小岩駅における総武線の快速線と各駅停車の案内表示を分かりやすくして

ほしいというご意見を新小岩駅並びに JR 東日本ご意見承りセンターにお伝えさせ

ていただきました。今後も皆様に電車を快適に利用していただけるよう、区とし

ても取り組んでいきます。 

 

◇新小岩 1 丁目新小岩駅南西飲食街エリアの風俗街化、半グレ化、騒音について 
新小岩 1 丁目新小岩駅南西飲食街エリアは夜間も騒音や客引きが深刻であるので

対策を進めてほしい。 
（回答） 

 新小岩駅南西飲食街エリアの騒音については、東京都の環境確保条例に基づき、

基準値を超える騒音があった場合には、警察等と連携し指導していきます。 
客引きについていただいたご意見につきましても、管轄の葛飾警察署にお伝え

し、対応を依頼しました。今後も同じような状況がありましたら、近くの交番に

連絡するか、110 番通報していただければと思います。今後も区といたしましては、

警察と連携して対応していきたいと考えております。 
 

◇新金線旅客化を見据えた新小岩北区民事務所移転について 
証明書をコンビニで交付できることから、区民事務所の利用は本人が出向く場

合が多い。現在の区民事務所は高齢者や体の不自由な本人を家族が車で送迎でき

るのに対して、駅ビルでは車寄せの計画が未定と聞く。そして場所も６階である。

バリアフリーなどから考えても利便性が著しく低下することは明らかであるのに

なぜ駅北口の新小岩北区民事務所と南口の新小岩区民サービスコーナーを１つに

統合するのか。南口の新小岩区民サービスコーナーのみを駅ビルに移転すること

が望ましい。 
 また、バスの運行ルートを遠回りさせてまでつくった新小岩駅東北広場である

が、閑散とした状況からは都市計画に失敗して見捨てられたように感じる。 
 街づくりの視点で考えれば統廃合した区民事務所を設置する場所は東北広場が

最も適している。東北広場の駐輪場とバス降車場上空を利用すればビルを建てる

ことも可能である。 
ビルは区民事務所と駐輪場のためだけではなく、新金線旅客化を念頭に駅本屋

準備施設としてつくるのが良い。 
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（回答） 

 この度の新小岩北区民事務所移転のきっかけでございますが、かねてから新小

岩駅の近くには、同じ JR 線の駅である金町駅や亀有駅とは異なり、駅前に区民事

務所がないことが利便性の観点から公共施設整備にあたっての課題でありました。

こうした中、平成 30 年に JR 東日本から駅ビルの計画が示されたことから、区が

JR 東日本に対して、駅ビルへの行政サービス施設の整備を要望したという経緯が

ございます。 
 その上で、駅ビルで提供する行政サービスの一つとして、区民の皆様の日常生

活に欠かせない区民事務所を設置することを決定しました。新小岩駅周辺には既

に新小岩北区民事務所と新小岩区民サービスコーナーがあることから、両施設の

機能を駅ビルの区民事務所に移転するということになります。 
 新しい区民事務所は、駅直結という立地の特性を生かし、葛飾区の区民事務所

では初めて平日は毎日夜間も開所するとともに、原則として土曜・日曜・休日に

も開所いたします。このことにより、平日に会社からお帰りになる方や週末に買

い物を楽しむ方も区民事務所で用件を済ますことができ、利便性が高まるものと

考えております。 
 また、高齢者や体の不自由な方の駐車場につきましては、JR 東日本が新小岩駅

高架下のクッターナ付近に障害者用駐車場を１台分設置いたします。バリアフリ

ーとなっている通路を通り、駅ビルのエレベーターをご利用いただくことで、６

階の区民事務所への移動をスムーズに行うことができます。 
 区民事務所の移転と駅ビルの開設は令和５年秋を予定しております。引き続き、

地域の皆様にとってより利用しやすい施設を目指してまいります。 
 なお、新小岩駅東北広場は都市計画施設として、平成 23 年３月に整備しており、

新小岩駅東北広場に隣接する新小岩東北自転車駐車場も平成 22 年３月に都市計画

施設として整備しております。両施設とも新小岩地域全体の将来的な地区整備の

方向性を踏まえた都市計画施設として計画されたものです。 
また、新金線における新小岩駅の位置については、現在 JR 東日本等の関係機関

と検討を進めているところです。 
  

◇新金 01 系統バスの土日のみの運行について 
新小岩駅と金町駅を結ぶ新金 01 系統バスは需要があるにもかかわらず土休日の

みの運行となっている。 
新小岩駅南口駅前の渋滞への影響が原因で平日運行できないと聞いているが、

渋滞を発生させない都市計画道路 284 号線経由新小岩駅東北広場発着を運行ルー

トとすることで平日運行を要望する（土休日はこれまでどおりで平日は新金 02 と

するなど名称を分けても良い）。 
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（回答） 

 新金 01 系統バスは、平成 26 年度に区とバス事業者の協働事業として社会実

験を行い、平成 27 年度からはバス事業者の通常の路線として運行されています。

区としても当初から、平日運行化についてバス事業者及び警視庁と調査・協議を

重ねてまいりました。 
新金 01 系統バスの平日運行については、新小岩駅南口広場内のバス車両の混雑

や平和橋通りの混雑といった課題の他に、柴又街道を運行する小 55 系統バス（金

町駅～小岩駅）と一部経路（金町駅～京成小岩駅間）が競合し、柴又街道のバス

ダイヤが供給過剰になる（小 55 系統バス：平日 151 便/日、土休日 126 便/日）と

いう課題があり、実現に至らずにおります。 
この課題は、都市計画道路補助 284 号線経由新小岩駅東北広場発着のルートに

したとしても同様であり、ご提案いただいた内容での平日運行は難しいものと考

えております。 
 

◇新小岩駅東北広場への観光案内板の設置について 
新小岩駅東北広場は観光地へのバスが発着ターミナルとなっているが、乗車待

ちの雰囲気が観光地への出発地になっていないので、区外を含めた観光案内板を

設置してほしい。 
（回答） 

本区を訪れた観光客に区内各地、そして近隣地を含めた回遊をお楽しみいただ

くための環境整備や効果的な観光の情報発信は課題の一つと捉えており、随時、

創意工夫を図っているところです。 
区では、新小岩駅北口駅前広場の公共サイン案内の裏面や新小岩駅と東北広場

をつなぐスカイデッキたつみに新小岩ゆかりのキャラクター「モンチッチ」を活

用した観光 PR パネルを設置するなど、区内外から訪れる観光客をおもてなしし、

満足度を高めるための取組を行っております。また、冬の時期には東北広場に華

やかなイルミネーション装飾を施し、広場を魅力的に演出しているところでござ

います。 
 今後とも頂戴したご意見を参考にさせていただきながら、東北広場を利用する

区民及び本区を訪れる方々の満足度を高められるよう検討を進めてまいります。 
 

◇都市計画道路 284 号線の産業道路化対策について 
現在一部供用中の都市計画道路 284 号線は森永乳業跡地が物流センターになる

ことで産業道路と化す懸念がある。 
 そのため、殺風景とならないよう、歴史まち歩きや観光の手法も取り入れ、歩

行者が歩きたくなるような道に仕上げてほしい。現在、工事中の北区間は勘助圦

や小松奥戸悪水堀という名称の水路であった道に新しい道路ができる。西井堀通
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りを中央が車道でありながら緑道と定義しているので、ここも緑道とすべきであ

る。また、西井堀通りと同じく橋跡に橋名板のレプリカを埋めてほしい。 
（回答） 

 都市計画道路補助第 284 号線の整備にあたりましては、無電柱化をすることで

電柱のない安全で快適な歩行空間を確保し、歩きやすい歩道づくりを進めてまい

ります。また、無電柱化をすることで電力や通信に関係する施設を地中に埋設す

るため植栽可能な範囲は限定されてしまいますが、できるだけ樹木を確保できる

ように努めてまいります。 
 本路線は、工事に着工した時点で橋梁の痕跡は存在していなかったことなどか

ら橋名板のレプリカを作成することはできませんが、早期完成に向けて事業を進

めることで安全性と利便性を向上させ、地域の方々に親しまれる道路整備に取り

組んでまいります。 
 

◇再開発事業、街づくりにおける 3D 都市モデル「PLATEAU」の活用について 
立石駅周辺地区再開発事業により、タワーマンション３棟で約 1,800 戸の住居が

供給され、約 3,000 名程度の人口増が見込まれ、交通渋滞も予想されることから、

日常生活に大きな変化があるのではないかと大変心配である。 
 建設工事中等に立石駅周辺の商店街がなくなることにより、日用品や食料品の

買い物を含め日常生活にどのような変化、影響があると考えているか。 
 高齢者や子どもたちにも簡単に将来の立石駅周辺の変化がイメージできるよう

に広報等を通じた文章やパース図等による説明に加えて、国土交通省 都市局が主

導して進めている 3D 都市モデル「PLATEAU（プラトー）」を活用して可視化し、

パソコンだけではなく、スマホやタブレットにより容易にアクセスできるように

してほしい。 
 なお、現在の PLATEAU ベースの葛飾区内の 3D 都市モデルは材質感がなく、

真っ白なお豆腐のような建物のみのシンプルな都市データに留まっているので、

少なくとも計画中の新区役所、タワーマンション等については、テクスチャ付き

の建物モデルを作成する必要がある。 
このような 3D 都市モデルを活用することで、米不動産会社のＣＢＲＥインベス

トメントマネジメント・ジャパンが買収した奥戸地区の森永乳業東京工場跡地の

再開発事業においても、賃貸型大規模物流施設を 24H 行き交う 40 フィートコンテ

ナの交通流シミュレーション、地域住民の合意形成、首都直下地震等の自然災害

時の避難場所の想定などを効果的に進めることができる。 
（回答） 

立石駅周辺地区再開発事業による周辺住民の日常生活への影響について、立石

駅周辺地区は、防災性の向上や居住環境の改善を目的として、北口地区、南口東

地区、南口西地区の３地区において、地元地権者が主体となって再開発組合及び
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再開発準備組合を設立し、隣接して施行されている連続立体交差事業と連携を図

りながら、市街地再開発事業による街づくりを進めております。 
 各地区では、事業完了後の交通量を推計し、円滑な交通環境を確保できるよう、

交通管理者と協議を行い、事業を進めております。また、隣接して施行されてい

る連続立体交差事業による踏切除却、都市計画道路補助 274 号線の道路拡幅など、

駅周辺の事業を一体的に行うことにより、立石駅周辺における交通利便性や安全

性の向上を図ってまいります。 
建設工事中の影響につきましては、ご意見のとおり、商店街が施行区域に含ま

れておりますが、先行している北口地区では、組合が権利者の意向に合わせて、

周辺の空き店舗情報の紹介や代替地の斡旋などを実施しています。今後、南口の

２地区でも同様の取り組みを進めていくことで、工事による影響を最小限にして

いく方針であると各組合から聞いております。 

また、区としましても、建設工事期間中における工事ヤードの調整による仮設

店舗の確保といった取り組み等について、各組合と話し合いを持ち、立石駅周辺

の賑わい継続に向けて考えていく所存です。 

次に、街づくりにおける 3D都市モデルの活用についてですが、区では平成 30 年

度から、街づくり等に係る将来ビジョンをより具体的に可視化することを目的に

VR（Virtual Reality）の構築を行っており、住民説明会などで活用しておりま

す。また、今年度は新総合庁舎の建設についても VR によるイメージ動画を作成し、

区公式 YouTube で公開しております。 

区では今後も街づくり等に係るイメージの共有手段として引き続き VR を有効活

用していく予定でおりますが、国土交通省が主導している 3D 都市モデルについて

も活用事例などを踏まえながら研究してまいります。 
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（２）水元学び交流館 
 

◇民生委員・児童委員の候補者選出年齢要件の延長について 
民生委員・児童委員の候補者を選出する 1 つの条件である年齢要件を新任・再任

とも 1 期（３年）延長してほしい。 
 各自治町会では３年ごとに民生委員・児童委員を選出することになっている。

これまでも候補者を選出するにあたり、年齢要件によって大変苦労している自治

町会があった。令和４年 12 月 1 日現在、水元地区では２名が欠員となっていて、

欠員の出た町会長に確認すると、年齢要件のため、依頼対象者が少なくなるので

年齢要件を緩和してほしいとのことであった。以下のとおり東京都との調整を要

望する。  
 新任 再任 
現在の年齢要件 ７０歳未満（原則６７歳未満） ７５歳未満 
要望の年齢要件 ７３歳未満（原則７０歳未満） ７８歳未満 

（回答） 

 令和４年は民生委員・児童委員の一斉改選の年ということで、候補者の選出に

あたって、自治町会長の皆様に大変ご苦労をおかけし、ありがとうございまし

た。 

民生委員・児童委員の具体的な選考にあたっては、東京都の「選任要綱」に基

づいて、東京都が厚生労働省に推薦し、厚生労働大臣が委嘱決定いたします。 

 東京都の選任要綱を定めている「東京都社会福祉審議会 民生委員分科会」では、 

前回の令和元年の一斉改選の際に、再任者の年齢要件を 73歳から 75歳に延長した

ばかりで、延長後の影響などを十分検証する必要があることから、二期連続での

年齢延長は見送ったと聞いております。 

 今回いただいたご意見については、東京都に伝えさせていただき、次期（令和

７年）の一斉改選に向けて、選任要綱を地域の実情に合わせたものに見直してい

ただくよう働きかけてまいります。 

また、民生委員・児童委員のなり手を確保していくためには、民生委員・児童

委員の役割や活動内容を PR することで、区民の理解を広めていくことも必要であ

ると考えています。民生委員・児童委員の候補者の選出については、地域の実情

に詳しい自治町会長の皆様に、引き続きお願いしていきたいと考えておりますが、

区といたしましても、民生委員・児童委員の活動内容やその魅力を区民に伝える

ことにより、少しでも多くの方が民生委員・児童委員に興味を持っていただける

ような取組を進めてまいりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたしま

す。  
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（３）亀有地区センター 
 

◇広報課による区民の求める情報の発信について 
区民の税金をどう使うかについては区民に対して丁寧に説明する責任があり、

それを担っているのが広報課である。インターネットを使えない高齢者もいる中

で区民のほとんどが広報かつしかから情報を得ている。このような中で、私立認

可保育園への補助金誤支給や給食費の無償化等の区民の皆が知りたい情報につい

て掲載されず、広報課の窓口で職員に対し広報かつしかでお知らせしてほしいと

お願いしても、皆が堂々と口をそろえて私たちは所管課からもらった情報を広報

紙に載せるだけで、原稿をつくるのは担当部署なので私たちは決められないとい

う。それであれば、担当部署が業者とやりとりするのと変わらない。そうではな

く、区民の求める内容が掲載されていない場合にはそれを調整することもしてほ

しい。 
また、紙面も限られているとのことであるが、毎回紙面が不足している、大事

な内容をお知らせする余裕すらもないのであれば、そうした状態を放置せず必要

なところにはしっかりとお金をかけて、年間何度かは号外を出せるようにする、

ページ数自体を増やす、優先順位の低い情報は小さく掲載するなどして区として

説明責任を果たしてほしい。 
（回答） 

区民の皆様が区政について知る手段として、広報かつしかは重要な役割を担っ

ていると認識しております。 
広報かつしかの発行に当たっては、これまでも掲載の優先度を決め、記事の大

きさを調整することで、区民の皆様にとって大事な情報を伝えられるように取り

組んでおりますが、頂戴したご意見を参考に、今後とも適切な時期に適切な情報

提供ができるよう努めてまいります。 
また、臨時号の発行や増ページについても、直近では新型コロナワクチンのお

知らせで実施したように、引き続き必要に応じて対応してまいります。 

 

◇私立認可保育園への補助金誤支給の進捗状況について 
私立認可保育園への補助金誤支給について、広報課でも広報紙に掲載すると約

束し、区民と区長との意見交換会でも返済方法を今年度調整し、次年度から返済

を開始するよう進め、それを区民の皆様にもお知らせしていくとのことであった

が、いつまでもお知らせされない。何年かけてどのように返済してもらうなど、

何が決まっていて、具体的に何月何日号までに掲載するのか教えてほしい。 
（回答） 

 対象となる各保育所には、現在、返還を依頼し、順次区へ納入もしくは返還

（分割）の計画をお示しいただいているところです。返還もしくは返還計画の状
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況が一定程度まとまる見込みの４月以降に、区民の方へ向けて広報紙等でご報告

させていただく予定です。 
 区民の皆様にはご心配をおかけしまして誠に申し訳ございません。今後とも皆

様にわかりやすく情報をお伝えしていくよう努めてまいります。 
   

◇条例改正によるたばこ違反者の削減について 
葛飾区でのポイ捨てがなかなか改善していかない。道路上に火がついたままの

たばこが落ちていたことなどもある。迷惑行為でもあり、乾燥している時期は火

災のおそれがあるなど、防犯上の問題にもなりかねないことから、対応を強化す

べきである。マナー啓発に留めて、区民のマナーに期待するだけでは不十分であ

るので、罰則の検討や条例改正をお願いしたい。 
 一つ目に、現在は歩きたばこのみを規制の対象としているが、立ち止まってい

ても、携帯灰皿を使用しても禁止する（ただし、店舗設置の灰皿や公衆喫煙所、

自家用車の車内での喫煙に限り認める）。 
 二つ目に、指導や注意による改善が見られない場合、事前勧告の上、住所・氏

名を公表する。住所・氏名のすべてを公表することが困難な場合には丁目・番地

までに留め、違反者数の公表に留めるなど、工夫してほしい。また、条例とあわ

せて警察との連携も進めてほしい。 

（回答） 

 まず、立ち止まっての喫煙の禁止についてですが、「葛飾区きれいで清潔なま

ちをつくる条例」では、喫煙禁止区域として指定した場所においては、歩きた

ばこに加えて立ち止まっての喫煙も禁止しております。喫煙禁止区域の指定は、

分煙の観点も考慮し、区域内への喫煙所設置を要件としていますが、喫煙所設

置にあたっては、においや煙など不快感を覚える方がいらっしゃるなど、全て

の方にご納得いただける場所を選定するのは極めて困難であります。そのため、

まずは人通りの多い駅前について喫煙所の設置と併せて喫煙禁止区域の指定を

進めていくことで、対策の強化を図ってまいります。 
次に、改善が見られない場合の住所・氏名の公開についてです。条例では、

ポイ捨てや歩きたばこへの対策を相当期間実施しても改善が見られない地域を

「重点地域」に指定し、過料を徴収できるとしています。しかし、条例制定以

降、歩行喫煙者の割合やポイ捨てされたごみの数などの指標が改善しているこ

とから、現在のところ罰則の適用は考えておりません。今後も啓発活動などを

続けつつ、改善が見られない区域については重点地域の指定を含めた対策を検

討してまいります。 
最後に、警察との連携については、現在も情報共有を行いながら、状況に応

じて協力を行っています。今後も引き続き情報共有を図りながら、連携を深め

てまいります。  
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◇シルバー人材センターを活用した効果的な喫煙対策について 
現在、シルバー人材センターの方は吸い殻を拾うだけとなってしまっている。

以前のように黄色い帽子、ベスト、鞄を着用して注意する指導に戻してほしい。  

注意したらトラブルがあったから、現在は注意による啓発活動は止めたようであ

るが、状況に応じて警察とも連携するなどして、実効性のある手法にしてほしい。 
（回答） 

ご意見のとおり、過去に行っていた直接指導による啓発活動はトラブルが多い

ことを理由に取りやめた経緯がございます。一方で、区民の皆様からは実効性の

ある啓発活動の実施を求める声も多数いただいております。 
今後、乗降客数の多い一部駅周辺で指導を行うなど、より効果的な対策につい

て検討を進めてまいります。 

 

◇地域コミュニティ施設の喫煙所設置について 
コミュニティ施設も喫煙所も同じ地域振興課の担当であり、道路や公園など区

役所内での他部署との横断的な調整も不要であり比較的容易に設置を進めること

ができる。また、駅前に集中しない喫煙所の分散や出勤時、帰宅時にコミュニテ

ィ施設に立ち寄ってもらい利用者の増加にもつながることから喫煙所は駅前より

も地域振興課で管理している地区センターなどのコミュニティ施設に設置を進め

てほしい。 
（回答） 

区では、分煙を図ることを目的に喫煙所の整備を進めていますが、まずは人通

りが多い駅前を優先して喫煙所の整備を行っております。 
地域コミュニティ施設への喫煙所設置については、施設は駅から離れた場所に

あるものも多く、また健康増進法において公共施設への喫煙所の設置に対して

様々な制約が設けられており、基準を満たす適切な敷地の確保も難しいため、現

時点で施設の敷地内に喫煙所を設置する予定はございません。 
  

◇啓発プレート・路面シールによる喫煙対策について 
啓発プレートは現在の区民への一般配布に加え、学校やコミュニティ施設など

区有施設及び公園にも啓発プレートの設置を進めてほしい。 
 路面シールについて、以前の道路上に張る方式は警察の指導で不可能となり、

代わりに排水溝ブロック上で対応している。これを単にポイ捨ての酷い場所だけ

ではなく、スクールゾーンや商店街など人通りの多い場所等に概ね 100 メートル

以下間隔で交差点に関係なく設置、それ以外の場所は概ね 400 メートル間隔で交

差点に設置するなど新たな基準を設けて対応してほしい。また、細街路のセット

バックされた所は後退表示板と一緒に貼付することやスクールゾーン、防犯カメ

ラ設置中のように巻き付け看板による啓発表示も検討してほしい。 
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（回答） 

歩きたばこ及びポイ捨て禁止の啓発プレート、啓発路面シールにつきましては、

状況の改善を図ることを目的に、歩きたばこやポイ捨てが多い場所のほか、区民

の皆様からのご意見などをもとに区で設置を行っています。また、区民向けに地

区センターや区民事務所でプレートの配布を行っています。 
そのため、今のところ区内各地に一律の基準を設けて設置することは考えてお

りません。一方で、特にポイ捨てや歩きたばこが多い地点等に関しては、より目

につきやすい看板や横断幕を設置するなど、対策の強化を検討してまいります。 
  

◇禁煙外来助成の創設について 
喫煙者の母数が減少すれば、それに比例して、歩きたばこやポイ捨て自体も減

るので、禁煙外来の助成制度を充実させてほしい。 
（回答） 

 がん対策として、たばこを止めたい喫煙者に対し、禁煙治療費の助成を行うな

ど、禁煙に向けた支援を進めてまいります。区は、たばこの健康への影響につい

て正しい知識の普及を図るとともに、望まない受動喫煙を防止し、たばこを吸う

人も吸わない人もともに住みよい環境づくりを進めてまいります。 
 

◇学校給食無償化及び学校プールの維持について 
学校プールを廃止する一方で、給食を無料にするのは一貫性がない。 
学校給食を廃止や希望制にしてコスト削減を図ることで、学校プール維持のた

めに予算を確保することはできなかったのか。 
 また、完食指導の見直しやアレルギー対策など学校給食は課題が山積している。 
（回答） 

はじめに、学校プールにつきましては、現在、学校プールから学校外プールの

活用へ移行しています。その目的は、学校プールを廃止することによるコスト削

減を図るものではなく、天候に影響されずに計画的に水泳指導を実施することや、

インストラクターを指導補助に加え、泳力に応じたグループ毎の効果的な水泳指

導を実施するなど、水泳指導の充実を目的としております。そのため、改築など

状況が整った区立小学校から順次、区立または民間の屋内温水プールを活用した

水泳指導に移行してまいります。 
次に、学校給食につきましては、食品ロスに向けた対応として、給食の残量を

抑えることは大切であると認識しております。そのため、各学校では、栄養士が

児童・生徒の嗜好などを調査・把握し、味付けや食材の切り方等を見直し、残食

が極力少なくなるよう献立作成に創意工夫を図っております。 
また、アレルギー対策につきましては、安全な給食を提供する観点から重要で

あると考えております。具体的な対策としましては、予めアレルギーを持つ児
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童・生徒の症状や生活上の留意点を学校と保護者が協議して、個別の取組内容を

定めるとともに、平素から職員の役割分担の確認や校内での緊急時対応訓練を適

宜行うなど、有事の際に迅速に対応できるよう対策を講じております。 
このように、子どもたちにとって大切な水泳指導の充実を目指すとともに、完

食指導やアレルギー対策など適切に行い、安心・安全な学校給食を安定的に提供

してまいります。 
 

◇保育園設置反対について 
保育園建設はまちづくりのひとつである。保育園が新たにできるとなると騒音

の不安や心配により必ず反対の声が挙がる。このようにまちづくりと騒音は相反

する問題である。しかしながら、保育園は必要不可欠な施設であるため、葛飾区

の子どもは地域皆で育てていくという気持ちを持ち、近隣の住民にも一定の受忍

を求めていく必要がある。 
保育園設置が反対され、民設民営が難しい場合には、公設公営や公設民営の方

式を導入してほしい。 
 一方的に反対を継続する場合は、公設公営・公設民営方式に変更した上で葛飾

区による用地買収や土地収用を含めた対応も必要だと思います。 
最近の保育園は区民からの反対意見により園庭がほとんどない。今後は区が積極

的な地域との合意形成に努め、もっと子どもたちがのびのびと遊べる環境を整え

てほしい。 
（回答） 

働き方の変化などにより保育園のニーズは益々高まっており、ご意見のとおり、

保育園は安心して子育てをするために必要不可欠なものとなっております。 
保育園の整備にあたっては、様々な設備・運営基準への適合のほか、地域住民

の方の理解を得ているかどうかも保育園認可にあたっての必須条件となっている

ため、運営主体を問わず、地域に対して説明を行った上で整備を進めております。 
 民設民営の場合、保育園運営事業者が説明会などにより、地域住民の方へ保育

園設置の説明を行うこととなりますが、同意が難しい場合には、区も同席の上、

理解を得るようにしております。 保育園の運営は主に、公設公営、公設民営、

民設民営がありますが、民設民営園のメリットとしては、子育てに関する環境の

変化に柔軟に対応し、多様な保育サービスを迅速に展開できる点にあります。さ

らに、整備や運営にあたっては国や都の補助を活用して区の財政負担を軽減でき

るため、区は民設民営園を中心に保育園の整備を進め、令和３年度には待機児童

ゼロを達成いたしました。 
 今後も、いつでも安心して子どもを預けられる環境を整えていくとともに、子

育て支援にはあらゆる世代と地域の理解・協力が必要であることから、葛飾区全

体で子育てを支えていく気運の醸成が浸透するよう区としても努めてまいります。 
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◇公園での子どもの遊ぶ声の尊重について 
公園の騒音等も苦情によって子どもが遊ぶことが制限される事例もある。苦情

により公園廃止となった長野県のニュースも、地域の皆でまちづくりをするとい

う考え方を軽視する苦情である。都市部では特に土地が不足し、限られた土地の

中でも建築基準法等による制約があり、自宅の庭などが十分に確保されず子ども

たちが遊ぶ場所がない。公園は子どもたちにとって貴重な遊び場であるので、葛

飾区では今後、苦情を鵜呑みにしない対応をしてほしい。 
（回答） 

本区に公園の騒音等に関するご意見やご要望をいただいた場合には、現状の公

園の利用状況を確認し、必要に応じて利用者に声掛けをしております。それでも

改善されない場合には、お問い合わせいただいた方や自治町会、地域にお住まい

の方などからきちんとお話を伺いながら、利用ルールや禁止事項などを検討し、

園内に周知するなどして対応しております。 
本区におきましては、子どもたちが自由に遊べる場所が限られる中で、公園は

子どもたちの貴重な遊び場であるとともに、区民の皆様が気軽に集える貴重な空

間であると考えていることから、これからも子どもの遊び場をはじめ、地域の皆

様の憩いの場となるよう公園の適正な管理に取り組んでまいります。 
 
 

◇地区計画及び建築協定のわかりやすい説明について 
国土交通省や一部自治体ではイラスト付きで地区計画や建築協定を説明されて

いますが、葛飾区は文章による説明だけなので、イラストをつけるなど詳しい説

明を積極的に行っていただきたい。 
（回答） 

 地区計画につきましては、窓口での丁寧な説明はもちろんのこと、今後は、ホ

ームページにイラストをとりいれるなど視覚的にもお客様の理解が深まるようわ

かりやすい内容を掲載してまいります。 

また、建築協定について、現在、葛飾区では建築協定を締結している区域がな

く、建築協定の制度説明を掲載しておりませんが、今後はわかりやすい制度説明

の掲載方法について検討を進めてまいります。 
 

◇タウンマネジメント組織の設立について 
葛飾区の街づくりにおいて将来的には協働の一環として町内会や商店会を巻き

込む形でタウンマネジメント組織（TMO）創立を検討していただきたい。 
（回答） 

本区では、金町駅、新小岩駅、立石駅などの主要駅を中心に、地域と協働しな

がら街づくりを推進しております。これらの地域において、現在、タウンマネジ
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メントより少し広義的な取組となるエリアマネジメントについて、検討が進む地

域では、自治町会や商店会等の既存団体の皆様と意見交換を始めております。区

といたしましては、持続可能なまちづくりの推進に向けて、各地域の特性を踏ま

えながら、地域が主体となった継続的なまちづくり活動を実施するための組織の

設立も視野に、引き続き、取り組んでまいります。 
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４ アンケート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（１）本日の意見交換会をどこでお知りになりましたか。(※重複回答有）

1 広報かつしか 3 33.3% 4 40.0% 1 50.0% 8 38.1%

2 区ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 0 0.0% 1 10.0% 0 0.0% 1 4.8%

3 かつしかFM 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

4 町会・自治会 2 22.2% 4 40.0% 0 0.0% 6 28.6%

5 ポスター・チラシ 1 11.1% 0 0.0% 1 50.0% 2 9.5%

6 ＳＮＳ 1 11.1% 1 10.0% 0 0.0% 2 9.5%

7 その他 2 22.2% 0 0.0% 0 0.0% 2 9.5%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 9 100% 10 100% 2 100% 21 100%

1 非常に良かった 0 0.0% 2 20.0% 0 0.0% 2 9.5%

2 良かった 3 33.3% 5 50.0% 2 100.0% 10 47.6%

3 やや不満である 3 33.3% 3 30.0% 0 0.0% 6 28.6%

4 非常に不満である 3 33.3% 0 0.0% 0 0.0% 3 14.3%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 9 100% 10 100% 2 100% 21 100%

（３）区長との意見交換について、感想をお聞かせください。

1 非常に良かった 3 33.3% 3 30.0% 1 50.0% 7 33.3%

2 良かった 3 33.3% 6 60.0% 1 50.0% 10 47.6%

3 やや不満である 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

4 非常に不満である 3 33.3% 1 10.0% 0 0.0% 4 19.0%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 9 100% 10 100% 2 100% 21 100%

合計

亀有地区センター 合計

水元学び交流館

にこわ新小岩 水元学び交流館

【自由意見】　（抜粋）
区政報告をなくして質問時間だけにしてほしい。
もっと区長との意見を交わす時間を増やしてほしい。
多くの開催を願う。
会の趣旨が不明確であった。
区長が真摯に対応していた。
具体的に答えてもらえずはぐらかされている。
同じ話はやめてほしい。
区長が誠実に答えていた。
直接区長とあって話をすることができてよかった。
実行できるかはわからないが区長はよく答えていた。
区長さんはよく答えていると思う。
意見に対して区長や担当者が答えるだけの一方通行であり交換会であるか疑問であった。答えに対する再質問が
できない。

にこわ新小岩 亀有地区センター

（２）区政報告（葛飾区のSDGsについて）の感想をお聞かせください。

（小数点第2位を四捨五入しています。合計が100％にならない場合があります。）

アンケート集計結果

にこわ新小岩 水元学び交流館 亀有地区センター 合計
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（４）パソコン要約筆記について

1 非常に良かった 3 33.3% 3 30.0% 2 100.0% 8 38.1%

2 まずまず効果があった 4 44.4% 5 50.0% 0 0.0% 9 42.9%

3 あまり効果はない 1 11.1% 2 20.0% 0 0.0% 3 14.3%

4 全く必要ない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 1 11.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 4.8%

合計 9 100% 10 100% 2 100% 21 100%

（５）手話通訳や託児サービスについて、改善点などご意見がありましたらご記入ください。

◆区民と区長との意見交換会に対するご意見等がありましたらご記入ください。

◆アンケート回収率

参加者数

アンケート回収数

アンケート回収率

にこわ新小岩 水元学び交流館 亀有地区センター 合計

にこわ新小岩

【自由意見】　（抜粋）
もっと見やすくなると助かる。
表示されるのが６割程度であり効果がない。
議事録作成のために必要な作業である。
見やすくよく理解できた。
メモを取るときに非常に便利である。耳で聞いて目でも確認できるので理解が深まる。
わかりやすく感謝している。

【自由意見】　(抜粋）
会場で発言時に名前を名乗らなければいけないと発言のハードルが上がるので匿名も認めてほしい。
毎年の実施をお願いしたい。
答えに対する再質問ができず一方通行であるために消化不良に感じた。こういう機会をもっと増やしてほしい。形
だけにならないことを望んでいる。質問と答えのズレを感じた。
急に出たことでもないのに中学校の制服や男女混合名簿などの切実な問題がなぜすぐにできないのかと思った。
亀有会場は人数が多くなく十分な質問時間がとれた。

10

33.3% 47.6% 20.0% 36.2%

27

10

亀有地区センター 合計

【自由意見】　（抜粋）
必要とする方があらかじめ予約されたときだけでよいのではと思う。

2 21

水元学び交流館

21 58

9
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